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第一章　下級神官、大神官様の顔の良さに驚く












「リーン、何してるの!?」

　突如、母がヒステリックな声を上げ、リーンは戸惑いとともに顔を上げた。

　両親がリーンに化け物を見るような目を向けるようになったのは、いつからだっただろう。今もどうして怒られたのか理解できず、きょとんと母を見上げている。庭でお友達と土を固めて遊んでいただけだ。

『じゃあね』

「うん、バイバイ」

　気まずくなったのだろうか、女の子が立ち上がった。リーンが手を振って別れると、母の顔が引きつる。

「不気味な子ね、あっちへ行って！」

　家に入ろうと思ったのに、母がリーンの鼻先で扉を閉めた。

　幼いリーンはよくわかっていなかった。まさか、母には友達の姿が見えておらず、リーンがまるで誰かと話しているかのように一人遊びをしていると映っているとは思いもしなかった。

　物心がつく頃、耐えかねた両親がリーンをアーシリア神殿の孤児院に捨て、そこでようやく理解した。リーンにとってごく当たり前な――生者と霊が入り交じっている光景が普通ではないことを。

　孤児院には親がいない子がたくさんいて、リーンは次第に親のいない寂しさを忘れていった。けれど、養子縁組が決まった子が、親に手を引かれて出ていくところや、孤児院で育って神官として働くようになり、誰かと愛を育む様子を見ていてうらやましかった。

「いいなあ。私もあんなふうになりたい」

　すると、リーンの呟きを拾って、当時、院長を務めていた老婦人は優しく言った。

「そうね。でも、まずはあなたがああやって手を差し出す人にならなくてはね」

　子どものリーンには難しい謎かけめいて聞こえたが、そうすればいつかあんなふうになれるのだと思ったリーンは、その言葉をけっして忘れなかった。






　　　　　◆






　それから数年後。

　リーン・マーゴットは二十歳となり、すっかり神殿の生活にも慣れた。

　夏の終わり、肌寒くなりつつある季節。そんな昼下がり、中央神殿の隅にある孤児院で、リーンは袖をまくって日課の掃除をしていた。

「よいしょっと。今日もお綺麗です、女神様！」

　雑巾を片手に脚立から下りて、磨きあげたばかりの女神像を眺める。

　女神アーシリア。それがこの石像のモチーフだ。幾柱かの神がいるが、主神である女神は特別だ。この世界に命と魔法の力を行き渡らせた神だと言われている。

　女神は世界そのものとされ、この世界のことをアーシリアと呼んでいる。そのため、アーシリア神殿は、この世界では最大派閥をほこっていた。

　癒やしの魔法を使えるのは、修行を積んだ神官だけだ。その力を使い、神殿は手広く慈善事業をしている。神殿所有の土地は多く、信仰心からの寄付金が多いおかげで、リーンのような孤児でも食事に困ることもなく、教育も与えられて豊かに暮らしていた。

　それに何より、リーンにとって、神殿は大事な住み処というだけではなく、避難所でもある。

「あ」

　外廊下を歩く人影を見て、リーンはさっと石像の裏に隠れた。

　神官に見えたそれは、向こう側が透けている。浮遊霊だ。リーンには生きている人間と幽霊の区別がつきにくい。そのせいで霊が見えることに気づかれ、霊に付きまとわれることがあった。聖堂に逃げ込めば追ってこないが、それでも駄目な時は、おはらいが得意な神官に頼んで助けてもらっている。

「大丈夫そうかな？　よし、戻ろう」

　どうやら廊下の浮遊霊には気づかれなかったようだ。バケツの水を木の根元に撒いてから、雑巾をバケツに放り込み、脚立を抱えて歩き出す。

　ほとんどの霊は、死んだ時にそのまま天界へ帰る。だが、死んだことを理解していなかったり、この世に未練があったりすると、浮遊霊となって辺りをさまようことになる。放っておくと、その土地への執着で地縛霊になり、周りに害をなす悪霊へ変わる。さらに力をつけると、魔物へ転じてしまう。

　魔物になったら、大変だ。悪霊は霊感のある者にしか触れないが、魔物には実体がある。人が大勢いる所に、猛獣を放つと言えば、その危険さがわかるだろう。人が多く死ぬため、そうなる前に神官は悪霊をはらう。おはらい専門の部署があるくらい、重要視されている。

　普通、気づかないふりをすれば霊は追ってこないのだが、なぜかリーンは霊を引き寄せてしまう。霊を見かけたらすぐにその場を離れるのが、平穏のための鉄則だ。

　中庭から建物の外側をぐるりと回り、孤児院の表側に戻ってくると、いつもはわいわいと遊んでいる子ども達が一か所に固まっているのを見つけた。

「どうしたの、皆。怪我でもしたの？」

　様子がおかしいと気づいて、リーンは足早に近づく。

「あっ、リーンお姉ちゃん！　あのね、デビッドが気持ち悪いんだって」

「カイ兄ちゃんが、院長先生を呼びに行ったよ」

　話を聞いたリーンは、警戒した。カイという子どももまた、リーンのように霊を見る能力が高い。リーンの先輩ジョセフは、孤児院の院長をしているが、一時期おはらい専門部署にいた経歴があった。

　つまり、悪霊はらいをしなくてはならないと、カイが判断したのだということだ。

　午後のこの時間、孤児院のスタッフは夕食の支度で忙しい。リーンも日課を終えたら台所に向かう予定だった。スタッフが子ども達の様子にすぐに気づけなかったのはそのせいだ。

「……うわ、怖っ」

　遠目からは、デビッドは黒いもやに包まれているように見える。だが、近づいてみると、いくつもの浮遊霊の集合体が、デビッドにのしかかっていた。悪霊に変わる寸前の霊だ。

　今のうちに対処したほうがいい。

　そこへ、カイが戻ってきた。

「駄目だ。今、大事なお客さんが来ているから会えないって」

「わかった。それなら、私がはらってみるわ」

　掃除道具を地面に置き、リーンは長袖をまくる。子ども達はざわついた。

「ええっ、リーンお姉ちゃんがはらうの？」

「やめとけって、リーン！　除霊が苦手なのに。この間だって、霊を怒らせたじゃないか」

　カイは年長な分、大人びている。リーンを姉のように慕ってくれているが、生意気にも呼び捨てにしていた。リーンはポケットをごそごそとあさり、小瓶を二つ取り出す。

「じゃーん！　ほら、ジョセフ先輩からもらった聖水と塩があるの」

「院長先生の？」

「それなら、大丈夫かなあ」

　子ども達は不安そうにしながらも、ジョセフの名を聞いて納得を見せる。いくらリーンが除霊下手だからって、失礼な反応だ。

「リーンお姉ちゃんに任せなさい！　さあ、行くわよー！」

　リーンははりきって小瓶の蓋を開け、デビッドにのしかかる霊へとぶちまけた。

『オ……オオオ……』

　霊の集合体がうごめき、うなり声を上げる。

「女神様、あわれな霊をお救いください！」

　駄目押しで、リーンは祈りを捧げる。霊はぶわっと黒い霧になって広がった。

「やったわ。ほーら、見なさい。私でもはらえるじゃない！　――ん？」

　霧散して消えるかと思えた霊は、再び一つに固まった。

『オオオー！』

「きゃーっ」

　霊はリーンに飛びかかってきた。怒らせてしまったようだと悟り、リーンは頭を抱え、目をぎゅっと閉じてしゃがみこむ。

「女神アーシリア様、かの者らを守りたまえ！」

　その時、ジョセフの声がして、リーンは暖かい空気に包まれた。結界の魔法だとわかったのは、リーンが目を開け、霊が見えない壁に阻まれているのが見えた時だった。

「リーン、この馬鹿！　お前は除霊をするなと言っただろ！　子ども達も危険に巻き込むなんて、何を考えてるんだ！」

「すみません、先輩っ」

　ほっとしたのもつかの間、ジョセフに説教をされ、リーンはひぃっと身をすくめる。

「院長！」

「怖かったよーっ」

　霊感が強い子どももいるが、子どもはもともと敏感だ。成長すれば見えなくなる子もいるが、ここにいる子ども達は何かしら霊の存在を感じ取っている。ジョセフが子ども達ごと結界をかけたので、皆、無事に済んだ。

　ジョセフは厳しい表情を崩さず、霊の集合体をにらんでいる。

「あれはかなり厄介な悪霊だぞ、リーン。お前は完全に狙われたようだ」

「えっ、浮遊霊じゃないんですか？」

「はっきりと霊が見えるくせに、なんで判断力はポンコツなんだよ」

　怒りを通り越して、ジョセフは呆れている。

「捕まったら、魂をくわれて死ぬぞ！　聖堂の守りでもつかどうか……。すぐに護符を作らないと。だが、リーン。子ども達を守ろうとしたことはえらかったぞ」

　ぶつぶつとこれからの行動を呟いてから、ジョセフは思い出したように褒めた。厳しいことを言われても、先輩として慕っているのは、こういうところがあるからだ。まずい事態だと、リーンは照れ笑いを浮かべる。

「へへ、どうも」

「とはいえ、もう除霊するなよ。どういうわけか、リーンは霊を引き寄せるからなあ。こうなったら、空気清浄機に助けを求めるか……」

「はい？　空気清浄機？」

　どうして急に魔導機械の名が出てくるんだろう。いったいなんの話だときょとんとするリーンに、ジョセフは真剣に問いかける。

「リーン、お前、死にたくないよな？」

「はい！　それはもちろん！」

「そのためなら、なんでもする？」

「え？　ええ、なんでも……」

　いったい何をさせられるのか。不安になったリーンの声は尻すぼみになった。

「それなら、荷物をまとめて、大神官の所に行くぞ」

「はい！　荷物をまとめて、大神官の所に……は？」

　復唱しようとして、リーンは耳を疑う。

「え？　大神官様？」

「エドアルド・ベリル様だよ。実は俺とは同期で、友人なんだ。あまりあいつをあてにしたくなかったが、緊急事態だからしかたがない」

「ええっ、お友達なんですか？　えええーっ」

　そしてリーンがびっくりしているうちに、大神官の執務室に移動していたのだった。
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　まさか、本当にジョセフが大神官と友達だったとは。

　トランク一つを抱え、執務室でエドアルド・ベリルと対面したリーンはあっけにとられていた。その事実に驚いたのと、エドアルドの美しさに目を奪われたのだ。

「わあ、顔が良い」

　リーンは、ぽかんと呟いた。

　長身ですらりとした体躯。光を透かす金の髪を後ろで束ね、切れ長の目は青い。白磁のような肌は、美容にうるさい女性達から嫉妬されそうだ。そこに形の良い目鼻口がバランス良く配置されている。

（いや、顔なんて表現じゃ足りない。『ご尊顔』だわ、これは）

　一方でリーンの容姿は、ディアナ王国人にありふれている茶色の髪と目、顔立ちも平凡だ。隣に並ぶのも申し訳なくなるくらいの差がある。

（この方が、大神官エドアルド・ベリル様）

　大神官とは、神官のトップだ。四十代以降で就任することがほとんどだが、彼は二十八歳という若さでその座についた。能力だけではなく、容姿までも神に愛された天才だと噂では聞いていたが、これ程とは。

　リーンは王都の中央神殿に勤めているが、しょせん下級神官だ。

　神殿付属の孤児院で、孤児の世話をするのが主な仕事である。当然、大神官と会うことなどまったくない。行事があれば末席で参加するが、大神官の姿はゴマ粒程度にしか見えないので、いくら目が良くても衣装の色がわかるくらいだった。

　しかし、リーンが感動したのは、それだけではなかった。

（すごい！　顔が良すぎて、霊が勝手に昇天してる！　こんな人、初めて会った！　わぁ、いるだけで空気清浄機じゃない！）

　生まれた時から、リーンは霊感が強い。人間と霊の区別がつきにくいせいで、物心がつく頃には、親が気味悪がって、リーンを孤児院に捨てた程だった。

　そんな彼女だから、浮遊霊がエドアルドに近づくと、「ああ、顔が良い」だの「美しい～」だのと呟いて、光に溶けて消えていく様子がはっきりと見えている。

「何を言っているんだ、君は」

　エドアルドは最初こそ眉をしかめていたのに、いつの間にか呆れ顔に変わっていた。エドアルドの後ろで、リーンの先輩神官ジョセフが「あちゃあ」とばかりに天井を仰いでいるのに気づき、リーンは慌て出す。

「えっ、嘘。もしかして今、声に出してました!?」

「全部な。リーン、その短所、早く直せよ」

「すみません、先輩！」

　リーンには、思ったことをそのまま口に出すという悪癖がある。頭ではわかっているのに、無意識にしてしまうからたちが悪かった。ジョセフは申し訳なさそうな顔で、エドアルドに話しかける。

「それじゃあ、エド。話した通り、彼女のことを頼むよ。失礼なことを言うかもしれないが、彼女に悪気はないから」

「ああ。面倒を見る代わりに、こき使ってやる」

「ほどほどにな」

　ジョセフが大神官の執務室を出ていくのを、リーンは心細く見送る。できることなら、リーンも一緒に孤児院に帰りたい。エドアルドときたら、天使どころか魔王みたいな怖い笑みを浮かべている。顔が良いから、よけいに迫力があった。

「ジョセフ以外にも、私を空気清浄機呼ばわりする人間がいるとはな。いいか、リーン・マーゴット。特別に保護してやるのだから、しっかり働け。ここを追い出されたら、死ぬしかないのだろう？」

「はいっ、リーン・マーゴット、死ぬ気で仕事します！」

　リーンはきっぱりと誓いを返す。










　それから、どうしてこんなことになったんだろうかと、非現実さに気を取られたリーンが所在なく立っていると、エドアルドがリーンの目の前で手を振った。

「聞いているのか、リーン・マーゴット！」

「すみません、まったく聞いていませんでした！」

　いけない。少しばかり意識がよそに向いていた。

　どうやらエドアルドは何か話していたようで、リーンに注意する。

「大変な状況なのは理解できるが、私は暇ではないのだぞ。しっかりしろ」

「申し訳ありません！」

　リーンはびしっと頭を下げて謝る。失言癖のせいで、謝るのは上手かった。まったく褒められない長所だが。

「大神官様は怒っていても、顔が良いですね」

「それはわざとか？」

「えっ、声に出ていましたか、すみません！　ところで、私はなんの仕事をすればいいのでしょうか。掃除と洗濯は得意です！　料理は普通ですが、野菜の皮むきは速いですよ」

　にんまり笑って、右腕を曲げて力こぶを作ってみせると、エドアルドは邪魔そうに手をひらつかせた。

「家事は専門の使用人がいるから、頼まない。君にはその能力を使って、私を補佐してもらいたい」

「能力ですか？」

「霊感の強さだよ。実は、私には霊感がまったくない。どうして大神官になれたと思う？」

「実務と治癒魔法の腕の良さですよね！」

　神官の間では、有名な話だ。

（大神官様って、霊感がないのか。それは知らなかったな）

　エドアルドは少し意外そうに片眉を跳ね上げたものの、すぐに眉間を寄せて不機嫌そうな顔になった。

「他にもある。まずは、血筋だ」

「貴族の方でしたか！」

「君はベリルの家名を聞いて、何も思い出さないのか」

「はあ。そうおっしゃっても、私みたいな下っ端は貴族と会うことなんてありませんから」

　初っ端から残念なものを見る目を向けられているが、リーンは気にならない。知らないのだからしかたがない。

（ベリル？　うーん、どこかで聞いたような）

　宝石の名前だと思い出し、手を叩く。

「ああ！　宝石の名前がつく家は、上位貴族でしたっけ？」

「公爵家だ。王家と親族に当たる」

「ひょえっ、すごい上じゃないですか！」

　驚きのあまり、リーンの声は裏返った。身分社会なので、他の職種よりはそれほど貴賤のない神殿でも、多少の影響はある。

（なるほど、そういうことなら、若くしてトップに選ばれるのもわかるなあ）

　むしろ、それ以外に理由があるらしいのが気になる。

「他にもあるんですよね？」

「君が何度も言っているだろう。顔だ」

「顔！　それなら納得です。さすが、いるだけで空気清浄機！　便利でいいですね！」

　どういうわけか、エドアルドは額に手を当てて沈黙した。リーンは慌てておべっかを使う。

「わぁ、すごい！　お美しい！　トップにふさわしい！」

「わざとらしく褒めるな。はあ、まったく、なんて変な娘だ……」

　疲れを感じたのか、エドアルドはため息をつきながら応接用のテーブルに向かう。

「君も座りたまえ」

「はい、失礼します！」

　長椅子の足元にトランクを置き、リーンは遠慮なく座った。エドアルドは呼び鈴を鳴らし、使用人に軽食とお茶を用意させた。

「昼食がまだでな。食べながら話してもいいか？」

「はい、かまいません！　それで、私は何をしましょうか！」

　リーンはこの能力を他人に役立てられる機会がきたのがうれしくて、はりきって問う。霊が見えても、除霊が下手なリーンは戦力外だったのだ。エドアルドはサンドイッチを一つ食べてから、お茶で流し込んで口を開く。食べている時にしゃべらないところに、育ちの良さを感じる。

「私のもとには、王侯貴族から様々な相談が持ち込まれる。彼らは大口の寄付をくれる得意客だが、時に面倒も持ち込む厄介な連中だ」

「得意客に、面倒ですか。なかなか俗な表現ですね！」

「ジョセフの言う通り、本当に失礼だな、君はっ。とにかく、だ。彼らの相談の一つが、怪奇現象や霊なのだ。病気や怪我の治療ならば私の得意分野だが、そういったことはおはらい専門部署に頼んで解決してもらってきた」

　エドアルドの眉間がぐっと寄り、面倒くささをあらわにする。

「しかし、神官の上役連中が、大神官が霊力を見せないのは、大神官のイメージブランドに傷がつくと騒ぎ出してな」

「はあ。ですが、上の方は指示だけして、下っ端をこき使うものじゃないんですか？　大神官様自ら働いていると、むしろ現場には邪魔……いえ、迷惑だなあ、と」

「まったくフォローできてないぞ、君」

　ツッコミを入れ、エドアルドは執務机から書類を持ってきた。

「ジョセフから君のプロフィールをもらったが、なるほどな。神殿育ちでその年齢にも拘わらず、まだ下級神官なのは、ずけずけ言うせいか。君は上司を怒らせる常習者らしい」

「すみません、この癖、まったく直らなくて。でも、孤児院の仕事は気に入っているので、出世しなくてもかまいませんよ」

「無欲なのは、私にとっては都合がいい。女性にちょっとでも親切にすると、すぐに伴侶になろうとすり寄ってくるから面倒だ」

　この国は神官でも結婚できるので、家庭を持ちながら働いている人は多い。

「大神官様も、けっこう言いますよね！」

「外面は良いから、気にするな。いいか、よく覚えておけ。私のこの性格をうっかり暴露しようものなら、すぐにほっぽりだすからな」

　命がかかっているので、リーンはこくこくと大きく頷く。

「絶対に口外しません！」

「よし。では、話を戻す。つまり、上役どもは、若造に狙っていた地位を奪われたから、足を引っ張ろうとしてくるわけだ。位階が上でも、高尚な人物ばかりではない。時に汚職もあるのが現実だ。あの連中に負けるわけにはいかないのでな、少しはそれらしいところを見せたいと考えていた」

「そこで、私の出番ですか！」

　エドアルドは重々しく頷く。

「そうだ。君は私の目の代わりとなり、霊関係の問題を共に解決する。私は大神官として神秘的なイメージを保て、君は私の傍にいることで霊を排除できるのだ。一石二鳥というわけだな」

「おおー！　なるほど！　お得な響きですね。そういうの、大好きです！」

　パチパチと拍手をして、リーンは手放しで褒める。

　堅物の見本のようなエドアルドだ。彼がトップにいれば、アーシリア神殿の組織にとって良いことだろう。役立てることがうれしかったが、引っかかることがあった。

「ん？　私、大神官様の傍にいるんですか？」

「ああ、ジョセフから聞いていないか？　私には見えないからわからないが、どうも浮遊霊は私に近づくと否応なく昇天するらしい。悪霊ならば近づけず、少しずつ弱体化して、最終的に昇天するのだそうだ」

「つまり、えーと、それって……」

　嫌な予感がして、リーンはちらっとトランクを見下ろす。エドアルドは喜べと不遜に言い放つ。

「今日から、君の住まいは私の部屋だ。大神官とルームメイトになる下級神官など滅多にいないぞ。ありがたく思うのだな」

「えええええ、ルームメイト!?」

　リーンはあんまりなことに仰天して、大きくのけぞった。






　大神官の部屋は、執務室の隣にある。

　執務室から内扉で出入りでき、廊下側の扉の傍では衛兵が警護していた。

　食事を終えたエドアルドは、内扉を開けてリーンを手招く。

「ここが私の部屋だ。この扉は居間に通じている。あの右の扉がトイレと風呂、左が衣装部屋も兼ねている寝室だ」

「す、すごっ。私の部屋が二十個くらい入りそう！」

「大貴族の領主の部屋に比べれば、狭いくらいだ」

「お金持ち、意味わかんないです……」

　リーンはゾッとした。庶民の彼女は、こんなに広くては暖房が効きづらそうだから燃料代がすごそうだと、貧乏くさい計算をしてしまう。

「扉番の衛兵は信頼できるから、彼らには君について話しておくが、ふらふらと出歩くのはやめておけ。大神官の部屋は常に結界で守られている。おかげで弱い霊は入れないが、ある程度の力を持つ霊は別だ。私から離れて、一歩外に出ると……」

「あの悪霊に捕まって、命のピンチなんですね！　解決するまで、外出しません！」

　外に散歩に行けないのは想像だけでもうんざりだが、悪霊が諦めるか、エドアルドの力で弱体化して昇天するまでの辛抱だ。

「物わかりが良くてけっこうだ。私が執務室にいる間は、こちらで自由に過ごせばいいが、私の用事で外出する時は、傍付きとして離れるなよ。なんでも君は、霊を引き寄せる体質らしいな？」

「ええ、そうなんですよ。原因不明なのですが」

「ふむ。治癒魔法で、君の状態を見てもかまわんか？」

「は、はいっ、どうぞ！」

　エドアルドが右手を出すように言うので、リーンはすぐにその通りにする。エドアルドはリーンの右手首をつかみ、目を閉じて集中し始めた。

　リーンも治癒魔法は得意なので、彼がリーンに魔力を流し込んで体の情報を探っていることがわかる。丸裸にされるみたいで落ち着かないが、それも十秒程で終わった。エドアルドは目を開けて手を離し、しげしげとリーンを眺めて頷く。

「なるほど。君は魂の光エネルギーが、一般人より多いのだな」

「魂ですか？　霊感はないのに、そんなものはわかるんですか？」

「さっきのように魔力で探れば、それぞれのエネルギーがどうなっているかはわかる。霊はまた別問題だ。あれは死んだ者だからな」

「ああ、そうですね。それでこの体質、治りそうですか？」

　期待を込めて見上げるリーンに、エドアルドは首を横に振る。

「いいや。生まれ持った性質だから、魂はどうしようもない。だが、霊が寄ってくる原因は突き止めたぞ。つまり、君は誘蛾灯だ」

「は？」

　ものすごく嫌な例えだ。

「虫は光に集まるだろう？　あれとそっくりだ。死者である霊が、生きている者に害をなすのは、魂の光につられているからだと言われている。先代の大神官様から聞いたのだが、どうも天界への入り口と、魂の光は似ているらしくてな。天界に帰りたくてさまよう霊は、君に救いを求めているんだろう」

「つまり、夜に迷子になって、ぽつんと見えた家の光を目指すみたいなことですか？」

「そうだ。その例えがぴったりだな」

　リーンは頭を抱える。

「それは……そりゃあ、光を目指しますよね！　気持ちは理解できますけど、私には迷惑です！」

「だが、魂のエネルギーを抑える術はないぞ。それこそ死ねばエネルギーは消えるが、君は死にたくないのだろう？」

「当たり前です！」

「では、諦めるしかない。護符と塩と結界で対応する他ないだろう。頑張れ、誘蛾灯」

「応援するふりをしてけなすのは、やめてください！」

　怒るリーンに対し、エドアルドはくつくつと笑っている。

「さて、君の当面の寝床を確保しないとな」

　エドアルドは扉まで行って、衛兵を部屋に入れて事情を話す。

「くれぐれも内密にな。頼んだぞ」

「かしこまりました、大神官様」

　そして、一時間程のうちに、エドアルドの寝室の隅に、リーンのエリアが作られた。ラグの上に、衝立と小さな箪笥に机、寝椅子が設置され、寝具が置かれる。これでも、部屋にはまだ広々と余裕があるのだからすごい。

「大神官様、いいんですか、こんなふかふかの寝椅子！　私、床で雑魚寝かと思っていました！」

「ベッドはないのかと文句を言うかと思えば、なんなんだ、それは」

　感動しているリーンの様子に、エドアルドは呆れ、衛兵の男は耐えられずに噴き出す。

「しかも、箪笥まで！」

「いつまでかかるかわからんのに、トランクだけで過ごすのは不便だろう」

「わ～、枕と毛布もふわっふわ～」

「……まあ、気に入ったのならよかった。荷物を片づけてしまえ。それから、食事は居間に運ばせるから、そちらで取るように」

「はい！　お気遣いありがとうございます！」

「君のことが噂になっては、私が困るだけだ」

　リーンはぺこりと頭を下げ、エドアルドは皮肉っぽく付け足した。

「それから、リーン・マーゴット。一つ注意しておく」

「なんでしょうか、大神官様」

　背筋を正し、神妙に問う。エドアルドは自分を示した。

「私は、自分の顔と、この顔を褒める人間が嫌いだ。心しておくように。でないと、追い出すからな」

「はい、承知いたしました。顔が良い～などと、口にしません！　空気清浄機でとどめます！」

「本当にわかっているのか、君は」

　なぜかエドアルドのこめかみに青筋が浮かび、衛兵はお辞儀をして廊下に逃げた。遅れて、扉越しに笑い声が聞こえてきた。

















第二章　下級神官、大神官の補佐をする












　深夜。廊下をずりずりと何かを引きずるような音がして、大神官の部屋の前で止まった。

　――コンコン。

　居間を挟んだ少し離れた所から、ノックの音が響く。

　毛布を頭からかぶって、リーンは震えていた。あれは悪霊だ。衛兵なら声をかけるだろう。夜は悪霊の力が増すので、昼よりも危険だ。リーンはこれまでにも、霊に狙われたことがあったので、すぐにわかった。

　扉を開けてはいけない。客を招き入れる意味になる。闇の深い夜中を過ぎるまで気を抜けない。

「おい、うるさいぞ」

　青い天蓋のついたベッドから顔を出し、エドアルドが文句を言った。

　リーンがごそごそと動いて寝椅子をきしませる音で、彼の目が覚めたようだ。

「大神官様、今のノック、聞こえました？」

「そんなものは聞こえなかったが。緊急事態なら、うるさく叩いてくるはずだ」

「いえ、聞き間違いでした、すみません！　おやすみなさい！」

　エドアルドが廊下に続く扉を開けてはまずいので、リーンは急いで言った。

（大神官様、本当に霊感はさっぱりなんだ。衛兵さんは大丈夫かな？）

　悪霊の狙いはリーンだから、他の人間には影響はないと思うが、勘の鋭い者なら、気分が悪くなっているはずだ。

「まったく、なんなんだ。……おやすみ」

　律儀に挨拶を返し、エドアルドは幕を元に戻して再び休む。よほど眠かったのか、すぐに彼の静かな寝息が聞こえてきた。

（あれ？　嫌な気配がどこかに行った）

　改めて寝位置を定めなおすと、リーンは違和感に気づく。予想よりも早く、悪霊が去ったのだ。どうしてかと考えて、先程のエドアルドの言葉を思い出した。

（大神官様が「うるさい」って言ったからだ）

　少し乱暴だが、霊を追い払う言葉として働いたのだろう。

（さすが、生きているだけで空気清浄機！　無意識に声にも力を込めてるんだ。大神官様、ありがとうございます！）

　感動のあまり、いつの間にかお礼が声に出ていたようだ。再び起きたエドアルドが怒った。

「いい加減にしないか、リーン・マーゴット。ほっぽりだすぞ！」

「すみません！」

　毛布にくるまって、ふかふかな寝椅子に体を預ける。緊張が解けたリーンは、孤児院にある自分の部屋よりずっと質の良い寝具で、朝までぐっすり眠った。






　ジョセフがエドアルドを頼ったのは、大正解だったようだ。

　昨日はジョセフのことをちょっぴり恨めしく思っていたリーンだが、一晩経つと、現金にもジョセフに感謝した。

　神官の朝は早い。日の出前、まだ薄暗い時間帯に起きる。長年の習慣がしみついているリーンは自然と目が覚め、すぐに起き出した。衝立に隠れて着替え、洗面所で顔を洗って髪を三つ編みに結う。鏡には、裾の長い青色のワンピースに身を包んだ、ほっそりした姿が映っていた。エドアルドのほうは、専属の使用人が世話をしている。上品な初老の男だ。

　使用人は台車でお茶と洗面器、着替えを運んでくる。エドアルドは寝室から出ることもなく朝の支度を終えた。その間、彼の補佐官が一日の予定を読み上げていく。三十代半ばの知的な雰囲気の男である。

　女性を嫌がっていただけあって、エドアルドの周りは男性で占められているようだ。

　使用人と補佐官にも事情を伝え済みのようで、リーンと目が合うと軽い会釈をしてくれた。リーンにとっては上司なので、邪魔をしないように無言でぺこっと頭を下げる。

　話が終わったのを見計らい、リーンはエドアルドに声をかけた。

「大神官様、私はどちらをお掃除すればいいですか？」

　神殿では、朝の身支度を終えた後、持ち場の掃除をするのが日課だ。

「家事は頼まないと言っただろう。これから聖堂で朝の礼拝だ。君は傍についているように。死にたくないのだろう？」

「はい！　お世話になります！」

「朝から大声を出すな、うるさい。君には君で役に立ってもらうから、そんなに身構えなくていい。まったく、存在自体がやかましいな、君は」

「すごい、今まで怒らせた上司と同じことをおっしゃってますよ。皆さん、語彙力が一緒ですね」

「外に放り出すぞ！」

「すみません！」

　なぜだか怒らせてしまったようなので、リーンは素早く謝った。補佐官と使用人は目を丸くして、エドアルドとリーンのやりとりを眺めている。

「あっ、すみません。猫を被っているんでしたね」

「この二人は信頼できる者だから、かまわん」

　エドアルドの言葉に、補佐官と使用人はうれしそうに微笑んだ。

「光栄です、大神官様」

「ありがとうございます」

　ほっこりした空気が漂い、エドアルドは気まずげにせき払いをする。

「さあ、行くぞ。皆を待たせては悪いからな」

　礼服に着替え終えたエドアルドは、きびきびと動き出す。リーンは顔を隠すベールを身に着けるようにと指示され、新しく入った女性の補佐官という立場でエドアルドに付き従うこととなった。






　礼拝が終わると、部屋に戻って朝食だ。三十分もかけずに食事を済ませ、エドアルドは補佐官が執務机に並べた書類に手をつけていく。

　リーンも手伝った。難しすぎて内容がさっぱりわからないので、補佐官に言われた通りに書類を並べたり、棚に本や書類を収納したりする。

　午前十時になると、エドアルドのお供をして、治療院に行く。神殿が運営しており、誰でも無償で治療する施設だ。外にはすでに多くの民が列を作り、扉が開くなり待合室に殺到する。

　リーンは治癒魔法が得意なので、エドアルドの隣で患者の世話をした。リーンの体内魔力は多いので、エドアルドと変わらないペースで治癒魔法をかけても元気だ。

「初日から働かせすぎたな。大丈夫か？」

　さしものエドアルドも気遣いを見せたが、リーンがけろっとしているので、気が抜けた顔をした。

「さすが、誘蛾灯」

「それ、褒め言葉じゃないですよ！」

　エドアルドの衛兵と補佐官は驚きを見せる。

「大神官様についていくなんて、こんな人材がいたのか」

「孤児院の所属でしたっけ？　宝の持ち腐れですね。転属しませんか？」

　補佐官の提案に、リーンはぶんぶんと首を振って拒否を返す。

「いえっ、私、孤児院の仕事を気に入っていますので。それにこういう人が多い場所は、浮遊霊も多いんです。今は大神官様の傍にいるので平気ですが、普段だと厳しいですね」

「だからジョセフも君を推薦しないのだな。確かに、ジョセフの下にいるほうが安全だ。彼は除霊の腕が良いからな。出世したせいで、孤児院の院長に回されてしまったが」

　エドアルドは納得を見せると、にやりと悪い笑みを浮かべる。

「では、私の傍にいる間に、こき使ってやろう」

「ほどほどにしてくださいね！」

　少しやけくそになって返し、リーンは昼まで治療に明け暮れた。

　正午になると、エドアルドは昼食のために部屋に戻る。それが済むと、今度は大神官としての謁見の時間だ。客は謁見を申し入れると、厳重な審査の後、エドアルドと謁見が叶う。

　王侯貴族だけではなく、平民や外国人も謁見できるのだ。ほとんどは下位の神官で片づくような相談ばかりだが、神殿の領地での問題や不利な裁判を助けてほしいといったものまで様々だ。重要度が高ければ、大神官が対応するというわけである。

　そして、今日は男爵の老人がエドアルドに相談に来るのだそうだ。医者がさじを投げた肩の痛みを治してほしいという。

　謁見の間に向かいながら、リーンはエドアルドに疑問をぶつける。

「これのどの辺りが、重要度が高いんですか？」

「ガーネット男爵は、寄付の常連だ」

「ああ、得意客ですか」

「たまには良い顔をして持ち上げておかないとな。それだけで財布の紐がゆるくなるなら、謁見くらいサービスしてやる。神官が金かと眉をひそめる者もいるが、資金がなければ人助けもできん。割り切らないとな」

　エドアルドは皮肉っぽく言った。どうも彼には、先回りをして自分のことを悪く言う癖があるみたいだ。

「そうですね。おかげで私は孤児院でのびのびと育って、教育も受けました。ありがたく思っていますよ。子ども達も毎日楽しそうです」

「……そうか」

　ふっと空気を揺らす音がした。リーンはエドアルドが優しい笑みを浮かべるのを目撃して、ドキッとする。それは霊も同じようで、「美しい～」と言いながら昇天した。

「破壊力抜群の笑みですね。今、浮遊霊が十体ばかり昇天しましたよ」

「なんの話だ。私は笑ってなどいない」

　言わなければよかった。途端にエドアルドの眉が寄り、不機嫌で冷たそうな空気に戻る。リーンがちらりと補佐官を見ると、彼は肩をすくめた。彼もエドアルドの笑みを見たようなので、リーンの白昼夢ではなかったようだ。

　謁見の間に入ると、エドアルドは豪華な椅子に座った。

「リーン・マーゴット、何か気づいたことがあれば遠慮なく言うように。小声で耳打ちだ、いいな？」

「はい。でも、肩こりでしょ？」

「ただの肩こりなら、下位の神官が対処している。わざわざ上役が私にと言ってきたのだ。つまり？」

「霊関係で、大神官様への嫌がらせなんですね！　わかりました」

「頼むからなんでも口に出してくれるなよ？」

　念入りに口止めされ、リーンはこくこくと頷く。

　それからリーンと補佐官は斜め後ろ、両側に立つ。二人の衛兵は、エドアルドより少し前に移動した。万全の体勢が整ったので、エドアルドは右手を軽く挙げる。衛兵が大扉を開け、客を招き入れた。

　ガーネット男爵は小太りな老人だ。鼻の下にある、くるんとカールした二本の髭が印象的である。ナマズみたいだと言いそうになって、リーンはぐっと口を引き結ぶ。

「お会いできて光栄です、エドアルド猊下」

「こんにちは、ガーネット男爵。いつも多額の寄付をありがとうございます。それで、今回はいかがなさいました？」

　丁寧に問いかけるエドアルドを、リーンは凝視する。

（え？　これ、さっきと同じ人？）

　大神官らしさを前に出しているエドアルドは、まるで別人だ。寛容な為政者といった風格がある。自然と、リーンは姿勢を正した。

「はい。手紙にしたためました通り、肩こりがひどいのです。どうか大神官様の治癒にて、解決していただけませんか」

「ええ、もちろんです」

　エドアルドは椅子を立ち、リーンのほうを見た。リーンは頷き、エドアルドにひそひそと話しかける。

「肩に霊がついていますよ。老婦人が心配そうに見ています」

「なるほどな」

　何かを考える仕草をして、エドアルドはガーネット男爵のほうへ歩み寄る。

「男爵、それは治癒魔法では治らない類のようですね。あなたの傍に、霊がいるのです。おそらく、奥方かと思われます」

「ナディアが？　ここにいるのですか？」

　ガーネット男爵はハッと顔を上げ、周りを探す。エドアルドはまるで見えるかのように、ガーネット男爵の肩に目を向ける。

「奥方は心配されているようですよ」

「ああ、そうなのですか。妻を三ヶ月前に亡くし、途方に暮れていたのです。食事が喉を通らず、だいぶ痩せてしまいました」

　ため息をつき、ガーネット男爵は呟いた。

（ええっ、それで？）

　思わず叫びそうになり、リーンは口を手で覆う。

「大神官様、妻はなんと？　彼女が天国に行けるように、手助けしたいのです」

　男爵の妻は、「リリーベルの花」と言った。霊の言葉を聞き取ったリーンは、ぽつりと言う。

「花……」

「どうしました？」

　エドアルドがリーンを振り返る。リーンは慌ててうつむいた。

「リリーベルの花を、と奥様はおっしゃっています。口を挟んで申し訳ありません」

「かまいませんよ。私にも聞こえていましたから、リリーベルの花を墓前に手向けてほしい、と」

　自然な流れで自分の意見に変え、エドアルドはガーネット男爵に教える。彼は目を潤ませ、エドアルドに深々と頭を下げた。

「ありがとうございます、大神官様。すぐに帰って、墓参りをします。ナディア、傍にいてくれてありがとう」

　ガーネット男爵が虚空に話しかけると、ナディアはにこやかに微笑み、ガーネット男爵の額に口づけを落とした。それだけで二人がどれだけ愛し合っていたかがわかり、リーンももらい泣きしそうになる。

　そしてあっという間に謁見が終わり、ガーネット男爵は足早に帰っていった。

　大扉が閉まると、リーンはエドアルドに問う。

「大神官様、墓前に供えてほしいなんて、よくわかりましたね」

「それ以外のどこに、花を置くんだ？」

「いや、まあ、そうですけど。結果オーライなのでいいと思います」

　リーンはゆるやかに首を振る。

「君は見えるだけではなく、霊の声も聞こえるのか？」

「ええ。私には霊も普通の人と変わりなく見えるので、生活に支障があるんですよ。あちらは私が見えていると気づくと、私に付きまといますから」

「それで除霊の腕も良ければ、おはらい専門部署で花形になれただろうに」

　いささかの同情を含ませ、エドアルドは眉をひそめる。補佐官や衛兵も気の毒そうに頷いた。それから補佐官はちらと扉のほうを気にする。

「大神官様、次のお客様をお通ししてもよろしいですか？」

「ああ。では、続けよう」

　エドアルドは気を取り直し、補佐官が次の客について教え、謁見が進められた。






　それから一週間、リーンはエドアルドのルームメイトとして、忙しい日々を送っていた。

　早朝に起きて、朝の礼拝。その後に朝食をとり、治療院で治癒魔法を使う。昼食をとると、書類仕事と謁見だ。それから夕の礼拝があり、夕食の時間となる。あとは自由時間だが、清潔さにうるさいエドアルドは風呂の時間をゆっくりとっているようだ。

　その後は、急ぎの書類があればこなすし、勉強をしていることもある。

　エドアルドはまさしく堅物で、毎日を規則正しく、真面目に過ごしていた。

　今日の午後も謁見の時間となり、エドアルドは謁見の間につくと椅子に座り、補佐官に問いかける。

「さて、今日の客はどんな人物だったか」

　補佐官は書類を見てから、答える。

「本日一人目のお客様は、悪夢に悩まされているそうです」

「悪夢？　睡眠障害は、専門の医者を頼るべきだ」

「大神官様のアドバイスが欲しいんですよ、そうおっしゃらず、謁見してください。今回の謁見のために、多額の寄付をくださったので、下位に回せなかったのです」

「わかった。神殿の修理費だと思って対面しよう」

　面倒くさいという態度を引っ込め、エドアルドは大神官らしさの仮面をかぶりなおす。まるで詐欺の現場を見ているようで、リーンはちょっとばかり落ち着かない。

　そしてやって来たのは、最近、祖父の遺産を継いだばかりだという成金の富豪青年だ。銀髪碧眼の伊達男で、水色の衣服は華美だ。左目の下の泣きぼくろには色気があった。まるで見せつけるかのように、宝石や貴金属のアクセサリーを付けている。

　その男を見た途端、リーンは固まった。青年の首を絞めるようにして、黒い影がまとわりついている。

「ライオス・カンザックさんですね、このたびは寄付をありがとうございました。さっそくお悩みをお聞かせ願えますか」

　優雅にお辞儀をするライオスに、エドアルドが丁寧に声をかける。

「はい。実は毎晩のように悪夢に悩まされているのです。医者を頼りましたが、睡眠薬で眠れても、ひどく疲れるばかりで……。祖父の墓参りをしたところ、神官殿から霊的なものではないかとアドバイスをいただきました」

「それで、こちらに。まずは体の状態を診させていただいても？」

「ええ、そうしていただけると助かります」

　エドアルドが椅子から動くと、補佐官と衛兵も傍につく。エドアルドはライオスに魔力を流して状態を見て、こくりと頷く。

「お体は健康なようですね。――リーン・マーゴット、どうしました。あなたのほうが病人みたいですよ」

　リーンがまるで地面に足を縫いつけられたかのように動かないのに気づいて、エドアルドは目を丸くした。演技ではなく驚いたようで、ローブの裾を蹴って急ぎ足でやって来る。彼の心配ぶりに、リーンは内心動揺したが、具合が悪いふりをして、小声で返す。

「だ、大神官様。あの人はヤバイです。財産のために、祖父を殺した悪党ですよ。祖父の霊が恨みつらみを呟いて、彼の首を絞めています」

「……つまり、悪霊？」

「ええ。すぐにはらい師に連絡してください」

　まさか殺人事件の犯人と、こんな場所で対面することになろうとは。霊に悩まされてきたリーンだが、こうなると生身の人間のほうが恐ろしい。エドアルドは補佐官に声をかけ、すぐに人を呼ぶように言いつけ、衛兵にはライオスの拘束を命じる。

「その男を捕まえなさい！　祖父殺しの犯人です」

「は！」

　衛兵達は素早くライオスに近づき、両側から押さえ込んだ。

「なっ！　何をするんだ、私がおじい様を殺した？　証拠もないのに、人聞きの悪いことを言うな！」

「調べれば明らかになること。あなたの悪夢の原因は、あなたの祖父ですよ。恨みごとを言って、あなたの首を絞めている！」

　エドアルドがそう指摘した途端、ライオスの顔から血の気が引いた。

「え？　首を……？」

　そして自身の首に手を当て、ふと目の前に何か恐ろしいものを見つけたかのように、大声で叫んだ。

「うわあああっ。どうしてお前がここにいるんだ！　た、助けてください、大神官様！」

「あなたの罪が見えたようですね。それがあなたの受けるべき罰です。悔い改めなさい」

　エドアルドの指示で、衛兵はライオスを謁見の間から連れ出す。おそらくあのまま牢に移されるのだろう。

　ひとけのなくなった謁見の間で、リーンはぶるぶると震えている。

「大丈夫か、リーン・マーゴット。まさか殺人犯が来るとは、私も予想外だ。あの男に憑いている霊は、そんなに怖かったのか？　指先まで冷たくなっている」

　エドアルドはリーンの脈を診ようと手を取り、眉をひそめる。そして、リーンの手を、彼の両手で包み込んだ。大きくて温かい手だ。ほっとしたリーンは、今度は気恥ずかしくなってきた。こんなふうに労わってもらったのは、孤児院で暮らした幼い頃くらいだ。

「あの、私、子どもではないので」

「寒いのだろう、遠慮するな。今日の謁見はこれで切り上げるから、部屋に戻るとしよう」

　エドアルドが礼服の上着を脱いでリーンの肩にかけるので、リーンはぎょっとする。

「あの、大神官様。服を汚すのが怖いので、お気遣いはけっこうです」

「服など洗えばいいだけだ。気にするな」

　そういうところは貴族の育ちだと感じさせる。リーンは上着がずり落ちないように手で押さえると、細心の注意を払って歩き出す。

　ライオスの件が気になるのか、エドアルドは険しい顔のまま何か考えていたが、たまにリーンを振り返って歩調を合わせてくれた。






　大神官の私室に戻ると、エドアルドはリーンを居間の長椅子に座らせ、使用人にはちみつ入りのホットミルクを持ってこさせた。はちみつと聞いたリーンは目を丸くする。

「はちみつ!?　そんな高級品、私が飲んでいいのですか!?」

「君が飲まないなら、捨てるしかないが」

「いただきます！　もったいない！」

　急いでカップを受け取ると、リーンは恐る恐る口に含んだ。口いっぱいに広がる甘さが幸せで、表情をゆるめる。

「おいしい～っ」

「体を温めて、ゆっくりしているがよい」

　まるで幼い子どもにするみたいに、エドアルドはリーンに毛布を渡してから、執務室に戻った。

　まさかの殺人犯の登場に、すっかり動揺していたリーンは次第に落ち着きを取り戻す。

（悪霊より怖いものなんて、初めて会った）

　いや、そうではないと、嫌な記憶が頭をかすめる。

　リーンを捨てた両親は、リーンを不気味がって、時には暴力を振るうこともあった。そして霊はすべてが悪いわけではなく、リーンを助けてくれることがある。

　たとえば、両親がわざと遠い場所にリーンを置き去りにした時、子を亡くした女の霊が、リーンの手を引いて――実際には触れないのでそんな仕草をして、家に送り届けてくれたこともあった。

（あの犯人、どうなったのかな）

　ホットミルクをちびちびと飲んでいるうち、だんだん眠くなってきた。この部屋にいれば安全なので、自然と気がゆるむ。カップをテーブルに置くと、リーンは少しだけと言い訳をして目を閉じる。

　ほんの少しのつもりが、すっかり眠ってしまったようで、部屋の中が暗くなっていた。

「も、申し訳ありません、大神官様っ。仮眠してしまいました！」

　慌てて執務室に向かうと、エドアルドはちょうどお茶を飲んで休憩をしているところだった。

「目が覚めたのか、リーン・マーゴット」

「体調はいかがですか？」

　補佐官が柔和な眼差しをこちらに向ける。どうやら心配してくれていたようだ。

「問題ありません。すみません」

　失態に縮こまるリーンだが、エドアルドは気にしていない。

「霊に当てられると消耗すると聞く。少し休むくらいかまわん。それより、お手柄だぞ」

「はい？」

「くっくっく。まさか殺人犯を大神官に謁見させるなど……。推薦した上役の信用にヒビが入った。責任をとらせて、降格処分にするつもりだ。入れ替わりに、味方を出世させる予定だよ。あの連中の嫌がらせも、たまには良い仕事をするな！」

　エドアルドは魔王みたいな意地悪い顔をして、機嫌良く笑っている。大神官がそんな顔をしていいのだろうか。補佐官はほんのり苦笑して、リーンに話しかける。

「そういうわけですので、マーゴットさんはお気になさらず。今日はお休みいただいてけっこうですよ。ああ、お腹が空いたでしょう？　夕食を運ばせますね」

「ありがとうございます。ところで、あの犯人はどうなりました？」

　結果を気にするリーンに、補佐官が教えてくれた。

　ライオスは薄暗い牢に入れられると、そこで悪霊と対峙し続ける恐怖のあまり、自分の罪をすべて暴露した。牢番が書き留め、助けを求めて泣き叫ぶ彼を、駆けつけたはらい師が救ったのだ。

　エドアルドは嘆かわしいと言いたげに、ため息をつく。

「あの男はいまだにおびえていて、聴取もろくにとれない。しかし、告白した通りに屋敷を調査したら、殺人の証拠が見つかったそうだ」

「残りは裁判所の仕事ですから、彼が落ち着いたら、騎士団に引き渡す予定です」

　補佐官はそう付け足して、自分達の仕事は終わったのだと告げる。

「そうなんですか」

　こういった形で、リーンの能力が役立つ日が来るとは思わなかった。ほけっとしているリーンと違い、エドアルドは鼻歌でも歌い出しそうな様子だ。

「犯人は捕まって、事件は解決。私の敵が一人減る。何か褒美を出そう」

「それはいいですね、大神官様。マーゴットさん、欲しい物はありますか？」

　補佐官が賛同し、リーンに問う。リーンは面食らった。

「えっ、私、大神官様にご迷惑をおかけしているのに」

「それとこれとは別だ。仕事で成果を出したのなら、それ相応の評価をしなくては」

　真面目に言って、エドアルドは何かないのかとせっつく。リーンには大したことをしたつもりはない。評価が過大に思えて、リーンは迷った。

「うーん、それなら、孤児院の子ども達におやつを支給してください。滅多にないごちそうなので、喜ぶと思います」

　リーンがそう答えると、執務室は静かになった。

「駄目でした!?　報奨金より高くつくのでしょうか？」

「いや、そう答えるとは思わなかっただけだ。君個人の希望はないのか？」

「私は特には。神殿で安全に平和に過ごせていますし、十分なお給料もいただいています。仕送りする相手もいませんから……ないですねえ」

　両親のもとにいた時よりも、ここでの生活はずっと幸せだ。備品は支給されるし、必要な物は手に入る。他に欲しい物はないので、貯金が増えていくばかりだった。

　リーンの答えを聞いて、補佐官が涙ぐんだ。

「なんて無欲な方でしょうか！」

「えっ、どうして感動してるんですか？」

「無自覚なのが、また！」

　ハンカチで目元をぬぐう補佐官を、リーンは戸惑いを込めて見つめる。エドアルドは頷いた。

「わかった。では、孤児院全員へのおやつの支給としよう。もちろん、君にもだ」

「いいんですか、大神官様。やったー」

　お菓子は自分の給料で買えるが、ただでもらえるのはうれしい。

　補佐官がすぐに手配をすると言って執務室を出ていき、エドアルドは使用人を呼んでリーンの夕食を用意させる。

「今日のところは、食事を済ませて休むがいい」

「ありがとうございます、大神官様」

　深々と頭を下げ、リーンは居間のほうへ下がった。






　その夜。

『ぎゃあああああ』

　老人の断末魔の声が響き、リーンは飛び起きた。

　大神官の寝室は真っ暗だ。リーンは早めに休んだので、その時はまだ部屋に明かりが灯っていた。あれから寝入って、真夜中になったようである。

『助けてくれ。死にたくない。頼む、ここを開けてくれ』

　廊下側の扉から、扉をダンダンと叩く音がする。その後、まるで爪で引っかいているかのような、カリカリという音が聞こえてきた。この一週間で少しずつ静かになってきた悪霊が、勢いを取り戻したらしい。

（なんで？　大神官様のおかげで、弱体化していたはずなのに）

　背筋が凍りつく思いをしながら、リーンはランプをつけようと手探りをする。夜の闇の中にいるのが怖かった。しかし水差しに手が当たって、ガシャンと床に落ちる。

『そこにいるのか！　助けてくれ。孫がわしを……。ああ、どうしてわしだけこんな目に！』

　この老人の声には聞き覚えがある。ライオスが殺した被害者だ。あの老人の霊はリーンを狙う悪霊に引き寄せられ、吸収されてしまったのかもしれない。それで悪霊は力を取り戻したのなら、この謎が解ける。

（死んだばかりで、この世に強い未練を持つ霊はたちが悪いのよ。どうしよう）

　とにかく水差しを元に戻して、明かりをつけよう。リーンは水差しを探し、指先にピリッとした痛みが走って、手を引っ込めた。

「痛っ」

　床に落ちた時、水差しが割れてしまったようだ。いかにも高価そうな白磁の水差しだったことを思い出し、リーンの頭からつま先まで血の気が引いていく。

　その時、部屋がぼんやりと明るくなった。天蓋の幕を開け、ランプを持ったエドアルドがこちらをうかがう。

「どうした、リーン・マーゴット」

「大神官様、すみません！　あの……備品を……」

　貯金はあるが、高級品の弁償ができるほどではない。下級神官の給料では、何年分の金額になるのだろうか。頭の中で計算して慌てていると、エドアルドが眉をひそめた。

「怪我をしたのか。診せてみろ」

「えっ」

　リーンが断る隙もなく、エドアルドはこちらにやって来て、リーンの右手をつかんだ。
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「ちゃんと破片を取り除いたのか？」

「まだ確認しておりません」

「こう薄暗いのでは見づらいな。魔力で少し探るぞ」

「えっ、あの、私」

　自分で治癒魔法を使いますと言いたかったが、エドアルドの魔法のほうが早かった。魔力が指先から流れ込んできて、ぞわぞわする。

「うむ。特に問題ないな。まずは水で傷を洗って、それから……これでよし」

　魔法で水を出してリーンの指を洗ってから、治癒魔法をかけて傷を癒やす。リーンはあっけにとられているうちに、エドアルドは汚れた水を宙に浮かせて洗面所まで運ぶ。そこで水を捨てると、タオルを持って戻ってきた。リーンの手を丁寧に拭く。

「ありがとうございます。でも、私も治癒はできますよ」

「ん？　ああ、そうだったな。どうも目の前に怪我があると、反射的に手当てをしてしまうのだ」

「それは私もわかります」

　治癒魔法を使う性さがなのか、怪我人を見かけると癒やさずにはいられない。

「申し訳ありません、大神官様。不注意で備品を壊しました」

「物はいつか壊れるものだ、気にするな」

「でもこれ、高価ですよね？」

「そうだな。確かに、物を粗末にするのはよくない。だが、わざとではないだろう？　壊れたのならば新しく発注するから、職人に利益を生む。良いことだ」

「はあ……」

　そんな考え方は聞いたことがない。リーンはぽかんとした。

　リーンのことは放っておいて、エドアルドは割れた水差しを見下ろす。

「使用人を呼んで片づけてもらうか」

「私が自分でしますから！」

　扉の外に悪霊がいるので、開けられては困る。リーンは急いで洗面所の戸棚に行き、掃除道具を持ってきて、手早くちりとりに集めた。床にこぼれている水は雑巾でぬぐう。

「皆も寝ているだろうし、そのほうがいいか。そのゴミは扉脇にでも置いておけ。朝に片づけてもらおう」

　エドアルドに頷いて、リーンはちりとりを扉脇に置き、道具を仕舞う。手を洗ってから寝室に戻ってくると、エドアルドはこちらをじっと見ていた。

「まだ怖いのか」

「え？」

「顔が青ざめているし、疲れているようだ」

「それは……ええと」

　すぐ外に老人の悪霊がいるからだと言いたいが、霊感のない者をむやみに怖がらせたくない。口ごもるリーンを、エドアルドは違う方向で受け取った。

「怖いことを恥じることはない。殺人犯と対面したなど、大人の男でも恐ろしいからな」

　そう慰めると、エドアルドはベッドのほうを見る。

「そんなに怖いなら、私と一緒に寝るか？」

「……えっ」

　まさかの誘いに、リーンはびっくりして固まった。

　妙齢の女を寝床に誘う意味がどんなことかくらい、リーンもわかっている。だが、エドアルドは純粋に心配しているだけに見えた。

（お化けを怖がって泣いている子どもを、ベッドに誘う親みたいなものかしら）

　リーンは両親にそんな扱いをされたことはないが、孤児院の先代院長である老婦人や先輩に、優しく手招かれたことはある。そしてリーンも幼い後輩達へそんな対応をしていた。そういうことなら、エドアルドの好意を無視するのははばかられる。

（大神官様は八歳も年上だから、お兄ちゃんだと思えばいいかな？）

　そう納得することにして、リーンはおずおずと切り出す。

「あの、では……お邪魔してもよろしいですか？」

「そうしたまえ。明日も早いのだ、寝なおすぞ」

「はい」

　大神官のためのベッドは広い。エドアルドは真ん中にクッションを置いた。

「お互いにここからは不可侵だ。いいな？」

「もちろんです、大神官様」

　エドアルドは左側、リーンは右側を使うことになった。

　恐る恐るベッドにお邪魔したリーンは、素晴らしい弾力のマットレスに興奮する。

「ふわっ、ふかふか！　雲の上ってこんな感じかな。すごい！」

「うるさいぞ、静かにしたまえ」

「すみません！」

　叱られて首をすくめ、リーンは素早く毛布の中に収まった。

（わぁ、なんかすごい。この場所、清浄な気配に満ちてる。それになんだか）

　リーンはエドアルドのほうを見て、感想を言う。

「大神官様、良いにおいですね！」

「変態みたいなことを言ってないで、寝ろ。おい、においをかぐな！」

　香水だろうか。柑橘系の香りをクンクンしてしまうリーンに、エドアルドの怒声が飛ぶ。

「すみません。顔が良いと、においも良いんですかね。いいなあ、私にもその半分があったらいいのに。掃除ばっかりしてるから、きっと雑巾くさいですよね。あっ、この布団ににおいがついたらまずいかも。や、やっぱり寝椅子で！」

「リーン・マーゴット、あんまりうるさいと部屋から追い出すぞ」

「はい！　寝ます！」

　よっぽど眠いのか、エドアルドの声が本気で切れているので、リーンは大人しく目を閉じる。

　エドアルドはため息をついてランプを消した。

（ここなら安心だ。はあ、幸せ……）

　素晴らしく清い空間に、最高級のベッド。良い香りがしていて、リーンの気持ちはほっこりと温かくなる。

　いつしか扉の外にいる悪霊の声など忘れ、リーンはあっさり眠りに落ちた。

　その後、エドアルドがけげんそうにリーンのほうをうかがう。

「すり寄ってくる女も迷惑だが、ここまで安心されるのも、複雑な気分になるものだな……」

　再びため息をつき、エドアルドも寝なおすことにした。

















第三章　下級神官、王宮からの幽霊調査を引き受ける












　それから数日後。

　リーンを狙っていた悪霊が、ようやく昇天した。念のため、夜中にジョセフも確認に来て、太鼓判を押してくれた。

「問題ない。悪霊は浄化されたようだ」

「やったー！　これで命のピンチを回避！　ご協力ありがとうございました、大神官様、先輩。それから皆さんも」

　リーンがエドアルドのルームメイトとして過ごしていた秘密を知る人々も集まっており、リーンの問題が解決したことを拍手して喜んでくれた。

「そうですか、では、マーゴットさんは今日で孤児院にお戻りになるのですね。治療院の仕事がはかどって助かっていましたのに」

　補佐官が残念そうに言い、衛兵が笑って返す。

「まあまあ。彼女にも仕事があるのですから。しかし、大神官様との軽妙な掛け合いを見られなくなるのは、ちょっと寂しいですね」

「軽妙とはなんだ」

　エドアルドが眉をひそめるが、衛兵は気にせずに答える。

「マーゴットさんが失礼なことを言って、大神官様がお怒りになることですよ」

「この娘が馬鹿なだけだろう」

　エドアルドの容赦のない言葉に、ジョセフが苦笑した。

「エド、君のピリリと辛味がきいた言葉は嫌いじゃないが、手加減しないと嫌われるぞ。リーンは……平気そうだな。さすが、図太い」

「どういう意味ですか、先輩！」

　ジョセフに言い返したものの、リーンも自分の神経が太めなのはわかっている。ジョセフはリーンの抗議をどこ吹く風で聞き流し、廊下に聖水を指先でパッと撒いてから、リーンにも塩と聖水を振りかける。

「念には念を入れて……と。これでいいだろう。リーン、もう真夜中だから、明日戻ってこいよ。騒がしくすると、子ども達を起こしてしまう」

「ああ、それなのだが、ジョセフ」

　エドアルドは右手を挙げ、ジョセフを止める。補佐官に執務机から書類を持ってこさせた。

「リーン・マーゴットの世話をした対価として、最後にもう一件、彼女には仕事を手伝ってもらいたい」

「そんなことを言って、実はお前、ちょっと寂しいんじゃ……いだ！　おい！　足を踏むな！」

　エドアルドに足を踏まれ、ジョセフがピョンピョンと跳ねて痛がる。

「何をやってるんですか、先輩。私がいなくなるからって、大神官様が寂しがるわけがないじゃないですか。いっそせいせいしてると思いますよ」

「うるさいぞ、リーン・マーゴット」

「ええっ、なんで怒るんですか？」

　エドアルドの眉間にしわが寄り、不機嫌をあらわにする。てっきり肯定すると思っていたリーンは、意外な反応に驚いた。

「あ！　もう真夜中ですし、おねむでご機嫌ななめなんですね。毎日ぐっすり快眠ですもんね、大神官様」

「子ども扱いをするな！　黙ってこれを読め！」

「はい！　ごめんなさい！」

　どうやら今度はリーンが失言したせいで怒ったようだ。リーンは慌てて書類に目を通す。内容に驚いて大声を出したくなるのをぐっとこらえ、ひそひそと問う。

「王宮からの幽霊調査ですか？　私なんかが出向いていいんでしょうか。はらい師の出番では？」

「王宮は内密に進めたいそうでな。寄付を弾むから、王子の教師をしているていで、私自ら対応してほしいそうだ。ちょうど治療院の老朽箇所への修理代をどう工面するか悩んでいたからな、私が出向けばいいなら、これで解決だ」

「はあ。治療院の修理費からの依頼……と」

「なんだ、その表現は。王宮の皆様に失礼だろうが」

「ええっ、大神官様がいつもそうおっしゃってるのに！」

　自分を棚上げして注意され、リーンは即座に言い返す。いつの間にか、皆、目をそらして肩を震わせている。誤魔化しきれていない笑いに気づいたエドアルドが文句を言う前に、ジョセフが切り出した。

「そういうことなら、リーンはエドを手伝うように。治療院は大事だからな」

「まあ、そうですね。それじゃあ、先輩。護符と塩と聖水をください」

「ちゃっかりしてんなあ」

　両手を差し出すリーンに、ジョセフが呆れつつも鞄を漁り始める。そこで、エドアルドがジョセフを止めた。

「ジョセフ、悪いが君にも手伝ってほしい。補佐官もあまり霊感がなくてな。私とリーン・マーゴットの事情を知る者は少ないほうがいいから、はらい師に連絡したくない。だが、私は霊感がないし、彼女ははらうのが苦手だ」

　エドアルドの説明に、ジョセフは納得した。

「ああ、そうだな。わかった。明日の午後でよければ、予定があいているよ」

「では、午後に。王妃様に謁見するから、正装で来ること」

「わかった」

　友人同士の気安いやりとりをして、ジョセフも参加が決定した。これで王宮の件はどうにかなりそうだと、リーンは安堵する。

「それでは、もうしばらくよろしくお願いします」

　リーンは改めて頭を下げた。






　翌日の午後には、リーンはエドアルドやジョセフ、補佐官とともに、王宮にいた。

　王宮は白い城壁に草花の緑が映えて美しい。まるで彫像のような騎士が各所に立っている。王宮に入るのは初めてだ。物珍しさから、リーンが周りを見るのに夢中になっていると、ひとけのない中庭にさしかかったところで、とうとうエドアルドがリーンを注意した。

「リーン・マーゴット、きょろきょろするな。みっともないぞ」

「だって、王宮なんて初めてですし、こんな服装でいるのも、落ち着かないんですよ！」

　後ろにベールがついた円筒形の帽子に、白いロングワンピースという、滅多にしない礼装で、リーンはそわそわしている。普段着るものよりもひらひら度が上がっていて、洗練されていた。

　下級神官が王宮に出入りすることなど滅多にないため、階級章以外は上級神官の礼装を借りたのだ。絹の布がなめらかで肌触りが良いが、その反面で恐ろしい。

「うっかり汚したら、お給料何年分なのかな。ああ、怖すぎる」

「大神官の供だぞ。普通は鼻高々でいるだろうに」

「貧乏人をなめないでください！」

「訳がわからん自慢をするな！」

　リーンとエドアルドが小声で言い合いをしていると、補佐官がせき払いをした。

「お二方、仲がよろしいのはけっこうですが、王宮ではお控えください」

「仲が良くは……なんでもない」

　補佐官の笑顔での圧に負け、エドアルドは反論をやめ、リーンもこくこくと頷く。補佐官は声を荒げることはないが、怒りの雰囲気が怖い。

「ディラム王子殿下のお命がかかっているのです。王妃陛下に直々にお願いされたのですから、もっとしゃきっとしてくださいよ」

「はい、すみませんでした！」

　リーンは素早く謝った。

　まず、王宮に着くなり、応接室で王妃と面会した。美しい顔かんばせを憂鬱に染めて、彼女は朝露のような涙をはらはらとこぼし、王子を助けてほしいと訴えたのだ。それで補佐官はやる気に燃えている。王妃が子を想う気持ちに感動したようだった。

　王妃の訴えは、こうだった。

　ディラム王子が毎日のようにどこかに出かけ、日に日に痩せていく。それを心配した従者が跡をつけたら、離宮にたどり着いた。すると、王子が何もない空中を見上げて、うっとりと話しかけている。このままでは、王子に精神的な問題があるとされ、王位継承する資格が不足しているとみなされ、最悪、廃嫡されてしまうかもしれない。

　王は健康で、まだ王太子を決めていない。第一王子であるディラムが、筆頭候補なのだ。

「政務に真面目で、律儀で優しい。そんな方だから、最初、従者はどこぞの女に騙されたのかと、見知らぬ誰かに対して怒っていたのだったか」

　エドアルドが呟くと、リーンは強く同意する。

「そりゃあ、怒りますよ！　手塩にかけて育てた可愛い子が不良に走るんですよ。そんな悪影響を与えた人物、性別を抜きにしても、箒で叩きだしてやりたくなります！」

「気持ちはわかるが、そんなに大事な主あるじを、どうして一人でうろつかせるんだ？　この従者は馬鹿なのか？」

　エドアルドの至極まっとうな疑問には、補佐官がすぐさま答える。

「それについては確認済みです。王子殿下は息抜きのため、従者の目を逃れて抜け出す癖があるそうで。これは警備の問題があるので秘密でお願いしますね。それで、従者はいつもの脱走だと思っていたそうです。もちろん、不在に気づくなり、側近の誰かがすぐに捜しに行くそうです」

　ジョセフが口を挟む。

「補佐官殿、脱走だなんて、真面目な王子ではなかったんですか？」

「仕事はきちんとしているそうですよ。自由時間での話です」

　この答えには、エドアルドは少しの同情を見せた。

「まあ、そうだな。常に人目にさらされるのは、疲れるものだ」

「あっ！」

　その時、リーンは薔薇のアーチの向こうに、金髪の青年を見つけた。廊下に飾られていた肖像画にそっくりな衣装なので、あれが問題のディラム王子だろう。思わずエドアルドとジョセフの腕をつかんで、物陰に引っ張り込む。補佐官は後ろのほうに飛びのいた。

「なんだ、いきなり」

「危ないだろ、リーン」

「すみません。でも、そこに王子様みたいな人がいたので、見つかってはまずいかと」

　苦情を言う二人に言い訳し、リーンは庭を示す。ふらふらと歩いていく人影を見て、エドアルドは断定した。

「なるほど、ディラム殿下で間違いないな。新年にご挨拶したから、よく覚えている」

「大神官様のその格好は目立ちまくりなので、見つかっちゃいますよ。もう少し隠れて！」

「その心配はない。あの方は目の焦点が合っていないようだ。まるで操られているかのように見えるな。ただちに追いかけるぞ」

「ええっ、そうなんですか？　行きましょう！」

　この数秒で、エドアルドはディラムの様子を遠目から診断したようだ。鋭い観察眼に舌を巻き、リーンは急いでエドアルドの後を追う。

　彼らは身長が高い分歩幅も広く、歩くのも速い。離宮前に着いた時には、リーンは肩で息をしていた。

「あ、あの、待ってください。うう、疲れ……ひぃっ」

　へろへろとしゃがみそうになったが、リーンは飛び上がってエドアルドの腰に抱きついた。霊が近くを通ったせいだ。

「く、首のない騎士が……！」

「そういえば、この離宮はいろいろといわく付きだったな」

　エドアルドは呟いて、霊を探すように周りを見回す。だが、見えないせいで、まったく見当違いの場所を見ていた。リーンは歓声を上げる。

「すごい！　あの霊、大神官様の顔の良さにびっくりして、天に召されましたよ」

「さすがだ、エド」

「あまりうれしくないが……まあ、いいだろう」

　リーンとジョセフが褒めると、エドアルドは迷惑そうに返す。いつの間にか補佐官が座り込んでいたので、エドアルドは驚きを見せる。

「どうした？」

「ここは、私には近づけそうもありません。空気が重くて、息苦しい。私はあまりはっきりと見えるほうではありませんが、気配には敏感なのです」

「そうか。それではしかたがないな。リーン・マーゴットはどうだ？」

「ちょっと気持ち悪いですけど、大神官様の傍にいれば平気です」

　補佐官の顔色は、青を通り越し、紙のように白くなっている。リーンはそこまではないが、悪寒で背筋がゾクゾクしていた。ジョセフは平気そうだ。

「君は大丈夫そうな所まで下がって待っていたまえ。我らだけで状況を確認する」

「かしこまりました。お役に立てず、申し訳ありません」

「事務で助けてくれているからかまわない。それより、君に倒れられると、仕事に支障が出る。ゆっくり休んでいなさい」

「はい」

　エドアルドに優しい声をかけられ、補佐官の目がうるっとなった。敬愛している上司にそんなふうに言われたら、誰でもこうなるのではないだろうか。いいなあ、とリーンは自分がエドアルドに労わってもらっている姿を想像してみた。リーンも彼のような態度をとりそうだ。補佐官が中庭のほうへ移動するのを見送ると、エドアルドは眉をひそめた。

「それで、お前はいつまでしがみついているつもりだ？」

「補佐官さんとの温度差がひどい！」

　なんて冷たいんだと言い返し、リーンは腰から左腕にしがみつきなおす。

「おい」

「離れると気持ち悪いんです」

「そこまでか？　私は何も感じないが」

「大神官様はいるだけで聖域を作っているようなものなんですよ。その中心である大神官様に、霊の影響があるわけがないじゃないですか」

　リーンが理屈を説明しても、エドアルドにはピンとこないようだ。

「霊感がまったくないのにか？」

「たまにそういう変な人っているんですよね」

「誰が変人だ。離れろ！」

「いーやーでーすー」

　引きはがそうとするエドアルドと、離れてたまるかと必死に食らいつくリーン。ジョセフは面白そうににやにやと見ているだけだ。二人はしばらく奮闘していたが、やがてエドアルドのほうが諦めた。

「雑草並みにしぶといな、お前は！　しかたがない。私には霊は見えんのだ。そのままついてきて、私の目の代わりをせよ」

「もちろん、そのつもりです」

　そうでなければ、とっくに帰っている。離宮は不気味な空気に満ちていた。

「大神官様、この離宮について、何かご存知ですか？　ヤバすぎですよ、ここ」

　大規模なおはらいをしたほうがいいレベルだ。こういった陰鬱な場所は悪霊が集まりやすく、放置していると魔物を生み出してしまう。それが王宮内なのだから、大問題だ。

「ここは先代の陛下――つまり、ディラム王子の祖父君だな。あの方の側妃が住まわれていた場所だ」

「側妃……ですか？」

　リーンにはその言葉はピンとこなかった。基本的に、この国は庶民から王侯貴族まで、一夫一妻制なのだ。

「なんでお妃様が住んでいたような場所が、悪霊の巣窟みたいな禍々しい空気に満ちてるんだ？」

　ジョセフの質問に、エドアルドは首を傾げる。

「私にはただの古い離宮にしか見えぬがな。その側妃について説明すると、彼女は、元は正妃だったが、政治の関係で、王が他国の王女をめとらねばならないことになり、側妃に降格されたのだ。側妃様は公爵家の出で、王女様より身分が低かったせいでな」

「離婚すればよかったのに」

　やむにやまれぬ事情とはいえ、リーンは同じ女として、見知らぬ側妃に肩入れした。

「側妃様が嫌がったのもあるが、先代の陛下は、離婚での慰謝料を払うのをしぶったのだよ。側妃様に落ち度はないから、莫大なものでな」

「ええっ、王様なのにケチですね」

「まったくだ」

　遠慮のないリーンの言葉に、エドアルドは大きく頷く。

「爵位と土地を与え、のんびりと余生を送っていただければよかったのに。それで結局、離宮に追いやられた側妃様は、精神的に病んでお亡くなりになったそうだ。外聞の良い話ではないから、病死とされているがな」

　リーンはそろりと手を挙げる。

「さっきの首無し騎士の霊は、なんなんですか？」

「おそらく、側妃様の護衛だろう。側妃様が亡くなられた時、秘密を知る者を、先代の陛下が殺すように命じたと聞いている」

　あんまりにもあんまりすぎる理由に、リーンは憤慨する。

「ケチな上に、ひどい！　でも、大神官様。王宮内のことなのに、よくご存知ですね」

「私の父は、現王陛下の弟だ。私が十二歳の時、父上から家を出て騎士になるか神官になるかを選べと言われ、こういった話をされた。荒事は好まないし、そんな話を聞いた後で騎士になるのは嫌だったから神官を選んだが、上手く誘導された気がするよ」

　エドアルドの眉間にしわが刻まれる。当時の親子の会話を思い出したようだ。金がないわけでもないのに、息子を家から出そうとするのが、リーンには謎である。

「どうして大神官様のお父さんは、大神官様を神官にしたかったんですか？　貴族って、婿入りとかするんでしょ？」

「簡単な話だ。神殿に、身内のコネが欲しかった、というところだ」

「それだけで、親元から離されちゃうんですか？　貴族も大変なんですねえ」

　リーンはしみじみと呟く。

「私も、できることなら家族と一緒にいたかったです」

「孤児院育ちだったな。死別か？」

「違いますよ。私っていろいろと普通と違っていたから、親が不気味がって捨てたんです。今は孤児院に来られてよかったなって思っていますけどね。当時は泣きましたよ～」

　親の所にいた時は、ちょうど物心がつくかどうかの頃だったから、霊を見えないふりをするなんていう器用な真似はできなかった。もしできていたとしても、霊に付きまとわれて騒動を起こしたかもしれないが。

「ここの側妃様も、吹っ切れたらよかったのに」

　精神的に病むほどの何かが、ここにあったのだろうか。暗い気持ちになってきたことに気づき、リーンはパチンと頬を叩く。

「ああ、駄目駄目！　こんな調子だと、霊に引きずられちゃう。大神官様も、気持ちは強く持って……って、どうしました？」

　エドアルドは、こちらをなんともいえない表情で見下ろしている。

「君は図太くてのんきかと思えば、意外に苦労性なのだな」

「図太くてのんきって、失礼な言いようですね！　そんな顔をしないでくださいよ。もう気にしてません。神殿っていう避難所で、のんびり暮らせるだけ幸せです」

「よし、わかった。この仕事が終わったら、特別報酬を出してやろう」

「それなら、とびっきりおいしいお菓子をください。甘いのがいいです」

「補佐官に相談しておこう。しかし菓子がいいとは、子どもっぽいな」

「一言よけいです」

　リーンは素早く言い返す。

「そういえば、この間の菓子、子ども達が喜んでいたよ。二人とも、ありがとうな」

　ジョセフが礼を言うと、エドアルドはわずかに目を細める。

「そうか、よかった」

　とてもわかりにくいが、エドアルドなりにうれしいようだ。ジョセフもそれをわかっているようで、口端で笑う。

「さて、と。ここがどんな場所かはわかったんだ。中へ入ろうか」

「そうだな。ディラム殿下を見失ってしまった」

　リーン達はさっそく離宮に踏み込んだ。

　あらかじめ王妃が手配してくれていたおかげで、玄関扉には鍵がかかっておらず、すんなりと侵入できた。

　外観は整備されていたが、離宮の中は手入れされていないようだ。

　廊下には薄らと埃が積もり、壁には蜘蛛の巣が張っている。そこに真新しい足跡ができており、奥へ続いていた。足跡の主は、ディラムで間違いないだろう。

　王宮のどこにでも見かけた衛兵がいないので、リーンにはよけいに不気味に感じられる。

「警備の人がまったくいないんですね。それに、掃除されてない」

「この離宮がいわく付きなのは、側妃様の件だけではない。彼女が亡くなった後、新しい住人が来ると、奇妙な現象が起きたそうだ」

「何があったんですか？」

「誰もいないのに扉が勝手に開閉したり、物の位置が変わっていたり。物が暴れ始めて、怪我人が出るといったことだ」

　エドアルドの話を聞いて、リーンには思い当たることがあった。

「ポルターガイストですか？　その時点で、はらい師を呼べばいいのに」

「王宮内でそんなことが起きるのは、陛下の評判に関わるから、離宮を使わないほうを選んだそうだ」

「はあ？　評判？」

　庶民のリーンには、意味がわからない理屈だ。エドアルドが説明する。

「亡くなった側妃が、王を恨んで呪っている。そんな噂が立ったら、陛下の治世にケチをつける輩も出てくるだろう。どんな理由でも、足を引っ張る者はいるのだ。先の陛下は、側妃の件以外は堅実な政治をしていたから、配下も同調したと聞いている」

「それで孫にツケが回ってきたら、意味がないじゃないですか」

「本当に、迷惑な遺産だよ」

　そのせいで王宮に引っ張り出されているエドアルドもうんざりしているようだ。

　やがて奥まった場所にある部屋にたどり着いた。扉が半開きになっている。

「ここか」

「待て、エド。まずは様子見しよう」

　エドアルドが扉を開けようとするのを止め、ジョセフは隙間から中をうかがう。エドアルドとリーンも覗き込んだ。

　思った通り、ディラムは中にいた。部屋は若草色と黄色を基調としていて、可愛らしい雰囲気だ。天蓋から薄布が垂れ下がるベッドの前で、ディラムはうっとりとしている。

「ベリアナ様、今日もお美しくていらっしゃいますね」

　ディラムが話しかける向こうには、薄絹をまとった美貌の女が立っていた。鮮やかな金髪はゆるく結い上げられており、ディラムに寄り添う姿は色っぽい。

「ベリアナ？」

　リーンが呟いた時、女がこちらを振り返った。朱色の唇がにんまりと弧を描く。その笑みにゾッとしたリーンは、彼女は人間ではなく、離宮に住む幽霊だと悟った。

（しまった。気づかれた！）

　一瞬後には、彼女はリーンの眼前に立っていた。リーンが後ろへ退く前に抱きつかれる。

「リーン！」

　ジョセフの焦り声を聞きながら、リーンの意識は遠のいた。
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　エドアルドはディラムが虚空に笑いかけているのを眺め、今回、王妃が密かに助けを求める理由はもっともだと思った。

　どう見てもおかしい。

　熱に浮かされたみたいに、ディラムはぶつぶつとしゃべっている。その姿は、まるで恋をしているように見えた。エドアルドの美貌に見とれる女達とそっくりな様子なので、エドアルドには嫌悪感が湧く。

　その時、リーンが「ベリアナ？」と呟き、ジョセフが焦りを見せた。

「リーン！」

　エドアルドの左腕にしがみついていたリーンが、突然、どさっと床に倒れた。一瞬、何が起きたかわからず、エドアルドは唖然とする。しかしリーンが意識を失ったのだと気づくと、急いで傍らに膝をついた。

「どうした？」

　息はしているようだが、リーンの顔からは血の気が引いて青ざめている。

「しくじった。あの女幽霊、リーンにとり憑つきやがった！」

　ジョセフが珍しく乱暴な口調を使い、リーンの肩を揺さぶり始めた。

「おい、リーン。しっかりしろ！」

　すると、リーンはパチリと目を開けた。額を押さえ、ゆっくりと起き上がる。

「大丈夫か？　怪我は」

　派手に倒れていたから、どこか打ったに違いない。エドアルドが状態を問うと、リーンはきょとんとこちらを見つめる。

　その頬がみるみるうちに朱に染まり、目が潤む。

　なぜだかリーンがそんな顔をすると、エドアルドの心臓は跳ねた。

「なんて美しい方でしょう。まるで神様の最高傑作みたい。素敵だわ」

　リーンはエドアルドにしなだれかかる。

「愛しい方、お名前はなんとおっしゃるの？」

　リーンの口からはついぞ聞いたことのない上品な言葉遣いで、彼女はエドアルドに小首を傾げてみせる。普段の図太さしか知らないエドアルドにも可愛く見えたが、強烈な違和感があった。

「リーン・マーゴット、頭でも打ったのか？　おい、やめないか。抱きつくな！」

　リーンがエドアルドに正面から抱きつくので、エドアルドはリーンを離そうと肩を押す。だが、細腕のどこにそんな力があるのか、ビクともしない。

「エド、リーンは明らかにおかしい！　たぶんさっきの幽霊に体を乗っ取られているんだ。塩を使うんだ！」

　幽霊に乗っ取られていると言われても、霊が見えないエドアルドにはさっぱりな事態だ。

「指示するだけではなく、助けたらどうだ、ジョセフ！」

「空気清浄機のお前にやすやすと近づける霊だぞ。下手な真似はできない。とりあえず塩だ！　リーンの口に放り込め！」

「そんな適当でいいのか!?」

　エドアルドはほとんどやけくそで、ポケットに入れておいた塩入りの小瓶を取り出し、塩をつまむ。

　そして、エドアルドにすり寄ってくるリーンの顎をつかんで口を開けると、容赦なく塩を放り込んだ。

「きゃっ、何!?　――うわ、塩からっ！」

　陶然とした女の気配が消え、リーンが口を押さえて叫んだ。
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　塩からさに悶絶していると、リーンの傍に金髪の女が立った。

『やだわ。追い出されちゃった。お兄さんったら、顔に似合わず意地悪ね』

「さっきの！　え？　どういうこと？」

　なんとか塩を飲み込んだリーンは女幽霊に驚く。その瞬間、ジョセフに背中を押されて、前へよろめいた。エドアルドに正面から抱きつく格好になる。

「ひょわっ。すみません、大神官様！　ああああ、高価な衣装が汚れるぅーっ」

「元に戻ったか、リーン・マーゴット」

「エド、そのままリーンを押さえていろ」

　ジョセフが指示を出し、ちょうど離れようとしていたリーンは、エドアルドに後頭部を押されて、胸元に突っ込む羽目になった。エドアルドの服についている飾りにぶつかって、地味に痛い。

「ぶっ。なんなんですか？」

「よくわからんが、お前は霊に乗っ取られていたようだ」

「ええっ、そこのベリアナって人にですか？」

「……ベリアナ？　まさか、ベリアナ・シトリンか？　この離宮に追い払われた側妃の名だ」

　エドアルドの前では、ジョセフが護符を掲げて、女幽霊を遠ざけようとしている。

『そうよ。わたくしはベリアナ・シトリン。あなた、とっても美しいわね。こんなもの、邪魔だわ』

「うわっ」

　女幽霊――ベリアナが指先で護符を弾き、その衝撃でジョセフが尻餅をつく。

「先輩！　嘘でしょ、大神官様のご尊顔が効かない霊がいるなんて！」

　心から驚くリーンに、エドアルドは眉をひそめる。

「私をなんだと思っているのだ、お前は」

「幽霊を強制昇天させる空気清浄機です」

「幽霊を強制昇天させる空気清浄機だ」

　リーンとジョセフが声をそろえると、エドアルドのこめかみに青筋が立つ。

「失礼だぞ、お前達！」

　怒るエドアルドのことは横に置いておき、リーンはベリアナのほうを振り返る。

「ベリアナさん、いったい何が望みなんですか？」

『望み？』

「何か心残りがあるから、地縛霊になっちゃったんでしょう？」

　未練があって昇天できないなら、その手助けをするしかない。立ち上がったジョセフは、リーンを手で制す。

「リーン、これはもう悪霊だ。離宮のこの不気味な様子、彼女が引き起こしてるんだろう」

「魔物化が始まっているってことですか？」

「いや、一歩手前といったところだな。早急に片をつけないとまずいぞ」

　リーンはゾッとした。ベリアナはエドアルドという聖域に近づけるだけあって、力の強い悪霊のようだ。

「それじゃあ、新しい住人が来るたびに追い払っていたのもあなたなのね？」

『当たり前でしょう。ここは、わたくしの離宮よ』

　悪びれない態度で、ベリアナは答える。彼女はドレスをひらつかせて宙に浮かび、猫のように伸びをする。幽霊でも美しいのだから、生きていた時はどれほどだっただろうかと思わせた。

「神殿としては、あなたを放置できない。このままだと、はらい師がやって来て、あなたをはらうわ。天国に行くこともできず、消されるわよ。何が心残りなのか、教えて」

　リーンがベリアナに挑むと、ベリアナは小首を傾げる。

『そんなにわたくしを助けたいの？』

「できることなら！　それで、どうしてここにいるの。王家への恨みとか……？」

『わたくしね、ここでずっと陛下をお待ちしていたの。あの方に、もっと愛されたかった』

「うっ、それは……」

　すでに当時の王は墓の中だ。連れてくることはかなわない。言葉に詰まるリーンに、ベリアナはふふっと軽やかに笑う。

『あの人が死んだのはわかっているわ。でも……寂しいの。だから、また恋をしてみようと思って』

「まさか、それでディラム殿下を誘惑したのか？」

　ジョセフが口を挟むと、ベリアナはにこっと微笑んだ。肯定のようだ。そこで、黙って聞いていたエドアルドが辛抱を切らす。

「おい、どういうことだ。なんの話をしている？」

　するとベリアナの目がエドアルドをとらえた。

『いいわね。綺麗な殿方って大好きよ。次はそちらと恋愛を楽しもうかしら。でも、霊のままだと退屈だし……あなたと一緒にいることにするわ』

「へ？」

　ベリアナが床へと着地して、リーンのほうへ駆け寄ってくる。

「きゃ!?」

　ジョセフが止める暇もなく、リーンにぶつかって、その姿がかき消えた。リーンの意識が落ちてふらついたが、たまたまエドアルドが押さえていたので倒れずに済んだ。

「どうした？」

「うふふ。やっぱり良い男だわ！」

　リーンからエドアルドに抱きつきなおしたのを見て、ジョセフが頭を抱える。

「げっ、これは厄介だ」

「おい、だからどういうことかと聞いて……！」

「とにかく、塩だ、塩！」

　今度はジョセフが、神殿で清めたおはらい用の塩を使い、リーンの口に放り込んだ。

「はっ、私は何を!?」

　途端にリーンはベリアナから体を取り戻し、瞬きを繰り返す。さっきと違い、何か変なことを口走って、とんでもない行動に出たような感覚が残っている。まず、エドアルドに正面から抱きついていることに気づいて、慌てて少し距離をとった。

「なんだか今の私、変じゃなかったですか？」

「ああ。リーン、厄介なことになったぞ。ベリアナに完全にとり憑かれたようだ。強く意識をもて、乗っ取られるぞ！」

　道理で、リーンを取り囲むように黒いもやが薄くたなびいているはずだ。しかし、霊が傍を漂っているわけではないようで、ベリアナの姿は見えない。

「ええっ、そんな！　強く意識をもつってどうやればいいの！」

　霊に付きまとわれることは日常茶飯事だが、体を乗っ取られるようなとり憑かれ方は初めてだ。焦るリーンに、ジョセフは少し考えてアドバイスをする。

「うーん、そうだな。魂のエネルギーを高める感じだ！」

「意味わかんないです！」

「治癒魔法を使う時の光を、体の中心に持っていく感覚だよ」

「先輩、無茶苦茶言いますね！」

　そんな感覚とあいまいに説明されたリーンは言い返したが、治癒魔法のようにと聞いて、イメージを少しだけつかむことができた。試しに、自分に治癒魔法をかけるように、魔力を心臓あたりに集中させてみる。

「ん？」

　もしかして、これがエドアルドの言う『魂のエネルギー』なのだろうか。煌々と輝く光の玉のようなものがあり、そこに黒い光がぽつんとまぎれている。

「なんだか、黒いものが……」

「それがベリアナの霊魂のはずだ。リーン、大丈夫なのか？　どう見たって、お前を取り巻いている空気は、禍々しくて気持ちが悪い」

「違和感があるだけで、そこまでではないですよ」

　今の状況は、リーンの肉体に魂が二つ同居しているようなものだろうか。ジョセフが厄介だと表現するのも当然だ。肉体の持ち主であるリーンでも、どうやってベリアナを追い出せばいいのかさっぱりわからない。

「お前達、私にもわかるように説明しないか！」

　エドアルドがいい加減にしろと声を荒げた時、ディラムのうめき声がした。

「ううん……あれ……？　私はいったい何をして」

　リーン達がすっかり存在を忘れていたディラムは、床に倒れていた。彼は起き上がろうとして、けげんそうに周りを見る。

「なんだ、ここは。埃くさいな」

　汚れをはらいながら立ち上がった彼は、抱き合ったままのリーンとエドアルドに気づいて顔を赤くする。

「ええと、お邪魔でした？」

「誤解です！」

「誤解だ！」

　リーンとエドアルドは飛びのくようにして離れ、同時に叫んだ。






「はあ。そんなことになっていたのですか？　うーん、正直、記憶があいまいで。良い夢を見ていたなとしかわかりません」

　ディラムに事情を話すと、どうも、ディラムは彼女にとり憑かれていた間のことは、はっきり覚えていないようだ。しかし、悪霊の影響か体調が悪いらしく、早々に部屋で休むことになった。

　ひとまず、王妃には側妃の悪霊の仕業だということと、リーンにとり憑いてしまったことを教え、この件は神殿に持ち帰ることにした。もしかしたら、ベリアナの霊は結界が張られているエドアルドの私室に入れず、リーンから離れるかもしれないと期待してのことだった。

「嘘でしょう。結界も駄目、大神官様のご尊顔も通用しない。塩や聖水、護符も効かないなんて！」

　ジョセフは一通りの除霊を試してくれたが、ベリアナはまったく出ていく気配がない。

「ジョセフ、リーンに塩を食べさせたら、一度はベリアナが離れたのだろう？　今回はどうして駄目なんだ」

　エドアルドが疑問をぶつけると、ジョセフは眉を寄せてうなる。

「とり憑くといっても、普通はその人間の周りに浮かんでいるものなんだ。この間の殺人犯の時もそうだった。犯人の背に乗っかって、後ろから首を絞めている。想像できるか？」

「背負っている形に近いのか？」

「そうだ。それが、今回はリーンの魂に寄り添う感じになっているわけだ。寄生という表現が近いかもしれない」

「魂に寄生なんてされて、彼女は大丈夫なのか？」

　エドアルドの心配はもっともだ。リーンも気になってしかたがない。ジョセフは難しい顔をして首を振る。

「大丈夫なわけがないだろ。ディラム王子のご様子を聞いているだろう？　日に日に痩せていかれている、と。あの悪霊に寄生されて、生命エネルギーを吸い取られてるんだとしたら納得だ」

「それで、塩は？」

「耐性をつけたのか、体の奥に引っ込むことで逃げたのか。禍々しい気配はするのに、なぜだかリーンとなじんでいるようだな。今、リーンに負担がないのはそのせいだろうか。こんなことは初めてだから、俺も推測しかできない」

　とにかく厄介な状況だと、ジョセフは眉間に深くしわを刻んだ。

「そもそも、ここまで強い悪霊を放っておくことはないんだ。アーシリア神殿は各地に支部をもっていて、定期的に見回りしている。王宮の禁足地だから、ここまで悪化したと言える」

「迷惑な遺産だな」

「本当ですよ！」

　エドアルドの悪態に、リーンも便乗する。エドアルドは深く頷き、ジョセフに質問する。

「こういう場合、どうやって対処するのだ？」

「地道に説得するしかない。とにかく、悪霊になるほどの霊は、この世に強い未練があるものなんだ。それが何か探るか、無理なら本人から聞き出すしかない。王妃様が、リーンがとり憑かれたことを、王子のために神官が身をていしてくれたと誤解してくれたのはいいとして……。あの霊の願いを聞くしかないぞ」

「ええっ、先輩、もうちょっと頑張りましょうよ！」

　リーンは小瓶を取り上げて、塩をひとつまみ口に放る。祭殿にまつって、清められた聖なる塩だ。

「どうだ？」

「しょっぱいです」

「なるほど。ベリアナが奥に隠れている時は、塩を使っても無意味のようだ。そもそも、リーンのエネルギーが強すぎて、悪霊も元気になってるんじゃないかと思うんだよ。普通はこれだけ除霊したら、少しは弱るぞ」

「この体質のことはどうしようもないじゃないですかーっ」

　リーンとジョセフの言い合いの傍で、当事者なのに蚊帳の外に置かれているエドアルドがむすっとしている。

「お前達は、私にもわかりやすく説明をする気はないのだな」

「悪かったって、エド。すねるなよ」

　ジョセフが素直に謝る一方、リーンはふと思いつく。

「あっ、もしかして眠いんですか？」

「リーン・マーゴット、私の機嫌が悪い時は眠いのだという勘違いをやめろ！」

　エドアルドの雷が落ち、リーンは頭を抱える。

「ひぇっ、なんで私だけ！」

　ジョセフも失礼なことを言っていると思うが、エドアルドの怒りはリーンに向いた。リーンはすかさずジョセフの後ろに回って、エドアルドの冷たい視線を阻む壁にする。ジョセフは呆れのこもった視線をリーンにちらと向けてから、気を取り直してエドアルドに言い含める。

「いいか、落ち着いて聞けよ、エド。この幽霊はベリアナ・シトリンだ。彼女は、先の陛下にもっと愛されたかったのが心残りだと言っている。それから、お前の顔を気に入ったから、恋愛を楽しもう……とも」

「恋愛をしたいと言われても、私には霊が見えないのだぞ。どうすればいいんだ？」

「だから、ベリアナはリーンにとり憑いたんだ。リーンを入れ物にして、お前と恋をしたいんだよ」

「つまり、悪霊を昇天させるため、私にリーン・マーゴットと恋愛ごっこをしろと言っているのか？」

「そういうことだ。話が早くて助かるよ」

　その時、神殿内に鐘の音が鳴り響いた。それを聞いて、ジョセフは慌て始めた。

「あっ、もうすぐ客が来るんだった。それじゃあな、リーン、エド、頑張れよ。後で口の堅いはらい師に連絡しておくから」

　鞄を持ち、ジョセフは扉のほうへ向かう。

「ええっ、先輩!?　そんなーっ」

「待たんか、ジョセフ！」

　二人の制止にジョセフは振り返ったものの、とどめの一言を付け足すだけだった。

「リーン、死にたくなかったら、すべきことはわかるな？」

「鬼ですか、先輩！」

　リーンの抗議に、ジョセフはにこりと笑って右手を挙げ、「また来る」と言ってから、エドアルドの執務室を出ていった。応接用の長椅子に座り、リーンとエドアルドは頭を抱えて沈黙する。

「やっと命のピンチを回避したのに、またですかぁ」

「……そうだな。今回は私が君に協力を依頼したのだ。責任は取るべきだろう」

　ふいにエドアルドは顔を上げる。その顔はやる気に満ち溢れていた。

「いいだろう。恋愛ごっことやら、やってやろうではないか！」

「そんな、今から喧嘩しに行きますみたいな態度で言われても」

「リーン・マーゴット、もっと気合を入れていかぬか！」

「やだぁーっ、真面目すぎて怖いーっ」

　これからどうなるのだと、リーンは今後のことを思って気が遠くなるのだった。






「なるほど、そんな事態に……。大神官様、ま、まずは……ぶふぅっ、駄目だ。笑ってしまう」

　夕の礼拝と食事を終えた後、エドアルドの執務室で改めて補佐官に相談すると、彼は冷静に答えようとして失敗した。

「どうしてそんな面白おかしいことに？」

「いいから、知恵を出さぬか！」

　エドアルドがイライラと机を叩いて催促するので、ようやく笑いやんだ補佐官は真面目な顔を取り繕う。

「まず、大神官様。恋愛なのに、リーン・マーゴット呼びはいかがなものでしょうか。名前で呼ぶべきでは？」

「この場合はどっちだ。リーンかベリアナか。――いや、そこまでその霊に振り回されるのもしゃくだから、リーンと呼ぼうか」

「まあ、マーゴットさんをベリアナと呼ぶのも変なので、しかたがないのでは？」

　とりあえず名前を呼ぶところから始めることになったようだ。リーンは恐る恐るエドアルドに問う。

「それじゃあ、私はエドアルド様とお呼びすればよろしいのでしょうか」

「ジョセフと同じように、エドと呼べ。わかっていると思うが、私室のみだぞ」

「なるほど～。条件付きってところは、恋愛っぽいですね」

　同僚が読んでいた恋愛小説に、似たことが書いてあった。身分差の恋愛のため、表向きは主人と使用人だが、裏で密かに逢瀬を重ねるのである。恋人として会っている時は、お互いを名前で呼び合っていた。

　のほほんとしているリーンに、エドアルドが急に真顔になって質問する。

「お前はそれでいいのか？　そういう相手がいるなら、怒られるぞ」

「友人はたくさんいますけど、恋人はいませんよ。だってほら、私、上司を怒らせる常習犯なんで、出世したいような男性って、まず私には近づきませんから」

　この身分社会で、平民が努力でのし上がっていける仕事はそれほどない。神殿は数少ないそんな職場なのだ。孤児院で育ったような神官となると、上昇志向が強い者が多い。

「……ジョセフは？」

「先輩には彼女さんがいますよ！　やめてくださいよ、また説教されるじゃないですかっ。先輩が世話を焼いてくれるのは、私がしょっちゅうトラブルを起こしているので、心配しているだけです。お兄さんを通り越して、もうあれは……オカン？」

　リーンが呟いた瞬間、再び補佐官が噴き出した。腹筋に直撃したようで、ぷるぷると震えて笑い出す。

「ちょっ、やめてください、マーゴットさん。笑いが止まらないではないですか」

「オカンとはなんだ？」

　一方、エドアルドはけげんそうにしている。貴族ではそんな表現はしないのだろう。

「お母さんという意味の……庶民用語ですかね？」

「ふっ。確かに、ジョセフは口うるさい母親みたいなところがある」

　失笑し、エドアルドは視線をそらした。思い出すことがあったようだ。

「しかし、恋愛ごっことは。どうしたものかな。ベリアナ・シトリンはシトリン公爵家の姫だった。ということは、彼女の言う恋愛は、貴族のものと考えたほうがいいだろう」

「公爵家ってことは、当時の王様とは親戚ってことですよね？」

「従妹に当たる」

「うわあ、それじゃあ、買い物デートとかピクニックとかじゃないですよね、きっと」

　休憩時間に少し話したり、手紙を渡すだけだったり、休日に一緒に出かけるというささいな付き合いとは違うのだろう。エドアルドはわずかに首を傾げる。

「貴族だって買い物や散策もするが、外出は難しい。私が女連れで歩いていたら、翌日には王都中に恋人ありと噂が広まってしまう。周りは除霊のためにリーンが私の傍にいるとは知らないのだ。誤解されては困る」

「そうですよねえ、秘密にしないといけませんよね」

「まあ、とにかくいちゃいちゃっぽいことをしてみたらいいんじゃないですか？」

　補佐官が適当なことを言った。エドアルドは補佐官にじとっとした視線を送る。

「君、実は面倒くさくなっただけだろう」

「こんなことで、真面目に悩む時間がもったいないです。さあ、今日はもう休む準備を始めてください。明日も朝が早いんですから」

　本音を隠そうともしない補佐官に急かされ、リーンは急に疲れを思い出した。

「そうですね、明日から頑張るってことで。そういえば、私、今日から他の部屋に移ったほうがいいですよね？」

　もともとリーンに憑いていた危険な悪霊は浄化できた。今はベリアナがいるが、結界とエドアルドの浄化体質の世話になる必要はないので、寝室にお邪魔する必要はなくなった。

「いや、ジョセフが言っていただろう。離宮が不気味なのは、君に憑いた霊の仕業だ、と。それにディラム殿下は確かに痩せておられた。ここの結界と私がいることで悪影響が減るなら、そうしたほうがいいのではないか？」

　エドアルドが補佐官のほうを見ると、補佐官も頷いた。

「そうですね。あの離宮は私にも危険に見えましたし、正直、今のリーンさんには近づきたくない嫌な気配がします。まだしばらくルームメイトをされたほうが安全かと」

「決まりだな。今回のことは私にも責任がある。特別手当は出すから、仕事と思っていればいい」

　リーンはとんでもないと両手を振る。

「そのご配慮はありがたいですが、私がベリアナさんにとり憑かれて面倒なことになっているんですよ？　特別手当をいただくのは申し訳ないです」

「それとこれとは別問題だ。治療院でもこき使っているから、その分もあると思えばいい」

「……そういうことなら」

　確かに、治療院ではよく働いていると思う。それでもエドアルドの技を近くで見ることができるので、リーンにはとても勉強になっているから、お代はそれで足りている気がする。大神官から直に技術を教わる機会など滅多にない。こんな下級神官なら、もっとだ。しかし、エドアルドは頑固だから、リーンが断ったら違う理由をあげそうだ。

　リーンは緊張続きの王宮入りのため、この一日ですっかり気疲れしており、エドアルドと問答をする元気がなかった。別室で湯浴みさせてもらうと、早々にベッドに入った。






　　　　　◆






　薄暗い部屋の中で、女が泣いている。

「どうして？　会いにきてくれるとお約束してくださったのに」

　月を見上げ、女は訪ねてこない夫を待ちわびている。

「お好きだとおっしゃっていた料理やお菓子も、綺麗だと褒めてくれた刺繍も、こんなにご用意しましたのに……。ひどい方。わたくし、あなたが愛してくださるなら、側妃に落ちようとかまわなかったのですよ」

　悲しげな声が、次第に憎悪に満ちていく。

「あの方も、殿方も、皆、大嫌い！」






　　　　　◆






　翌朝、リーンは重い頭を押さえて起きた。

（なんか、寝た気がしないわ）

　夢を見ていたようだが、内容を思い出せない。憂鬱でも、習慣のせいで体は勝手に動く。身支度を終え、エドアルドの補佐官として朝の礼拝に参加した後、部屋に戻ってきた。そういえば、結界を自由に出入りできるのだから、リーンは食堂に行って食べるべきかもしれない。

　そう言うつもりだったが、エドアルドは居間のテーブルに二人分の朝食を用意していた。

「リーン、一緒に食べるぞ」

「えっ」

　リーンは、これまでエドアルドとは別の部屋で食事をしていた。仕事が忙しいと、エドアルドは書類を読みながら軽食をつまむので、執務室で食べていることが多い。いくら忙しい時は分単位で仕事しているからといって、これではあんまりだと思っていた。思わずテーブルの上を探したが、書類は見当たらない。

「お仕事はよろしいんですか？」

「こうでもしないと、恋愛ごっことやらの時間を作れん」

「ああ、確かに」

　すでに信用できる使用人にも通達済なので、配膳しながら、使用人はうれしそうに笑顔を見せた。

「理由はともかく、きちんとテーブルでお食事されるのは喜ばしいことです。大神官様にはしっかりと食べて、長く健康でいていただかないと」

「わかったから、口うるさくしないでくれ。ほら、早く座れ。私は忙しいのだ」

「はいっ」

　リーンは急いで向かいの席に落ち着いた。使用人の差し出すフィンガーボウルで手を洗い、さっそく野菜スープを飲む。質は段違いに良いが、パンやハム、チーズといった軽食なのは、庶民と変わらない。

　おいしい食事をじっくり味わい、リーンがにこにこしていると、ふとエドアルドと目があった。

「栗鼠りすみたいだな」

「そんなに頬張っていませんよ」

「美味うまそうに食べると言っているんだ」

「おいしいですから。大神官様は……」

　リーンが質問をしようとすると、エドアルドが止めた。

「エドと呼ぶように言っただろう」

「そうでした。エド様は」

「エド」

「……エドは、この中では何がお好きですか？」

　大神官を愛称で呼び捨てだなんて、いくらリーンが図太くてもはらはらする。思わず壁際の使用人のほうをそろりとうかがったが、使用人は置物のふりに徹していた。

「ナッツ入りのチーズだな。香ばしくて美味い。それから、ハムも。塩気がちょうどいい」

「そうですか。私は野菜スープがおいしいと思います」

「そうか」

「ええ」

　ここで会話が尽き、食卓はシーンと静まり返った。食事を進めながらも、この沈黙が気まずくて、リーンはエドアルドに問う。

「エド、何を話せばいいんでしょうか？」

「私も話題に困っていたところだ。プロフィールのこと以外、お前のことはよく知らない」

「こちらもそうですよ！　ええと、では、趣味は？」

「趣味……？」

　ものすごく難しいことを訊かれたという様子で、エドアルドは首をひねる。

「読書だろうか」

「それって仕事じゃないですか？」

「最近は読めていないだけで、小説が好きなのだ。そう言うお前はどうなのだ」

「掃除が好きです！」

「それも仕事では？」

　話し合ううちに、お互いの仕事中毒ぶりのまずさに気づいただけだった。リーンはエドアルドからそっと目をそらす。

「私達、私生活が枯れすぎなのでは？」

　エドアルドも目を合わせない。

「気づかないふりをしていたことを指摘するな。しかし、他に興味があるのが、治癒魔法の文献くらいでな。この間、オーガスト氏の治癒理論新説が出て」

「オーガスト先生の新刊！　図書室で予約待ちなんですよ。どんな内容でした？」

　共通の興味といえば、治癒魔法だ。リーンが前のめりに問うと、エドアルドも真面目な顔になって、本の内容について話す。食事を進めながら、本について意見を交わした。

「そんな内容なんですね。一度はちゃんと目を通さなきゃ！　良い時間でした、ありがとうございます」

「勉強熱心なのは良いことだ。だが、いちゃいちゃとは、これではない感じがするな」

「はは。私もそう思います」

　本の話題なら合いそうだとわかっただけ、収穫があったと言えるのだろうか。

　朝食後は治療院で働いて、昼には一緒にランチをとり、謁見にも同席する。休憩でお茶を一緒にして、会食があるエドアルドとは夕食は別になり、同じ部屋で休む。

　夜になって、リーンは頭を抱えた。

「いつも通りすぎる！」

　なんだかんだと一緒にいる時間は多いが、恋愛ごっこというのはこんな感じでいいのだろうか。

「何を騒いでいるのだ、リーン。一人でいても、うるさい奴だな」

「エドってば、本当に他の上司と語彙が一緒」

「放り出すぞ！」

　ガウン姿のエドアルドは悪態をつくと、長椅子に座った。髪の水気をタオルでぬぐっているので、リーンはエドアルドのチェストから櫛を取ってきた。

「エド、髪を梳といてもいいですか？　一度、やってみたかったんですよね」

「そういうことは使用人に頼むから」

「いいからいいから」

　エドアルドは不可解そうに眉をひそめたものの、しかたがなさそうにこちらに背を向ける。リーンは金髪を櫛で丁寧に梳き、香油で整えた。

「さらっさらじゃないですか。いいですね」

「男の髪を褒められてもな」

　不服をあらわにするエドアルドに、リーンは素朴な疑問をぶつける。

「そんなに美人なのが嫌なら、太ればいいのに」

「脂肪を蓄えたら、動きにくい。それに、医療現場は体力が必要だ」

　エドアルドの言う通りだ。

　患者を運んだり、暴れるのを押さえたりと、力仕事が多い。リーンが勤めている孤児院ではそんなことはないが、部署によっては、朝の礼拝後に鍛錬の時間をとっていると聞いている。

「まあ、そうですけどね。どうしてそんなに自分の顔を嫌うのか、よくわかりません。私は私のことを気に入っていますけど、美人なら鏡を見るのが楽しいだろうなとは思いますよ？」

　エドアルドはしばし黙っていた。それほど言いたくないのならと、リーンが話題を変えようとしたところで、ようやく彼は口を開く。

「私は公爵家の三男に生まれた。幼い頃から、勉学や礼儀作法にと励んできたのだ。その努力も、この顔の前では打ち消される。だから嫌いなのだ」

「どういうことです？」

　努力が顔のせいで水の泡になるとは、意味がわからない。

　リーンは、美人は得をしているのだと思っていた。同僚でも、綺麗な人は周りから自然と優しくされるし、買い出しに行けばおまけをもらって帰ってきたりする。

　再び少しの沈黙が落ち、エドアルドはどこかすねたように横を見て、ため息をついた。

「顔と血筋が良い者は得だと、陰口を叩かれる。上役に顔で取り入ったのだと悪評を流される。しかも、周りはそれを信じて、私を糾弾するのだ。神殿入りしてから、そういったことがたびたびあった。老若男女問わず、年上の者に色目を使われることもあって逃げ出すのが大変だった。ジョセフは私をたびたび助けてくれたがな」

　ジョセフは下級貴族の出で、エドアルドに礼儀を示すものの、貴賤で差別しなかったという。学問ではライバルだったが、正当に競い合った仲だそうだ。

「そんなしょうもない者は放っておけと言うだろうが、被害者は私なのに、『もっと気をつけないといけない』となぜか叱られることもあった。理不尽だろう？　悔しくて眠れない日もあったよ。とにかく、顔を褒める連中には辟易しているというわけだ」

　こんな完璧で順風満帆そうな人でも、苦労してきたのか。リーンは意外に思ったものの、エドアルドが弱い部分を教えてくれたことが、妙にうれしく感じられた。

『まずはあなたがああやって手を差し出す人にならなくてはね』

　ありし日の元院長だった老婦人が言っていたことが、頭によみがえる。

　エドアルドにとって、逆境で手を差し出したのがジョセフだったのだろう。そしてエドアルドは、多くの患者に手を差し出す大人になった。だから彼の周りの人々も、エドアルドを信頼して助けるのに違いない。

　リーンもルームメイトという形で助けてもらった。今度はリーンがエドアルドに手を差し出す番だ。リーンはエドアルドの傷を広げないように、慎重に返す。でなければきっと、この開いている扉は固く閉ざされるだろう。

「逃げ場のない神殿内でそんな目にあったら、そりゃあ、自分の顔が嫌いにもなりますよ。脅威を引き起こす原因が自分だってことでしょう？」

　リーンもそうだ。親に捨てられた直後は、さすがに自分の霊感の強さを嫌っていた。それと共存しながら幸せに生きていく術を教えてくれたのは、孤児院の人々だ。リーンもエドアルドにとっての、そういう人になりたい。

「それじゃあ私は、エドの傍にいる間は、エドを守りますね！　失言なら任せてください。相手を怒らせて、追い払ってあげますよ」

　任せろと胸を張ると、エドアルドはこちらを振り返る。しげしげとリーンを観察した。

「お前は本当に変わっているな。そこで守ると言うのか」

「そうですよ。一人、味方がいればいいでしょう？　私、ずっとそういう人が欲しかったから、まずは私がそうなると決めているんです」

「ふ。では、嫌な人間がいたら、お前をけしかけるとしよう」

　冗談交じりに呟き、エドアルドは微笑する。すっかり見慣れた美貌が、自然な笑みを浮かべると破壊力を増す。リーンは妙に緊張してしまった。

「は、はい。これで梳くのは終わりですよ。さあ、今日はこれで休みましょう」

　動揺を誤魔化そうと、櫛を片づけるつもりで長椅子から腰を浮かせた時、エドアルドがリーンのほうへ顔を近づけた。親が子へするようなキスを額に落とされ、リーンは固まる。
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「へ」

「恋愛ごっこらしいだろう？　おやすみ」

「お、おやすみなさい……」

　なんとか挨拶を返すと、エドアルドはなんでもない様子で寝台に向かっていく。

　頭ではただの恋愛ごっこだとわかっているのに、リーンはしばらく顔が熱いままだった。

















第四章　下級神官、大神官と恋をする












　それから、恋人ごっこを頑張った。

　手をつなぐ、おしゃべり、頭のなであいっこに、ハグなど。妻子持ちの補佐官と衛兵を巻き込んで、恋人ごっこにふさわしい行動リストを作り、順番にやってみた。

「なんですかね、この、罰ゲームを真面目にこなして疲弊している感じは……」

「私もそんな気分だ」

　一週間が経つ頃には、リーンとエドアルドはぐったりしていた。この恋人ごっこが精神的な疲労をもたらすだけではなく、毎晩奇妙な夢を見るせいもある。おかげで、リーンは睡眠不足がたたって疲れが出始めていた。

　今は居間の長椅子でお茶を飲んでいる。少しでも体力をつけるようにと、エドアルドがわざわざ薬草茶を淹れてくれた。恋人ごっこということで、同じ長椅子に隣あって座っている。

　エドアルドはリーンのほうをうかがうように見た。

「ベリアナの様子はどうだ？」

「今のところは大人しいですけど、夢を見せてくるので眠れません」

「確かに、隈がひどいな」

　エドアルドはごく自然な動作で、リーンの目元を親指でなでた。リーンはすーっと左横に身を引く。

「なんだ？」

「いえ、あの……」

「いつものはっきり言うところはどうした？」

「あのですね、弱っている時に優しくされると、本当にころっといきそうなので、そういうのはやめてください」

　本気で恋に落ちそうだ。リーンの言葉の意味を理解したエドアルドは、動揺を見せる。

「私はただ、様子を見ただけだぞ！」

「ええ、だからやめていただければ問題ありませんので」

　適切な距離を保ってくれれば、それでいい。

「しかしだな、リーン。お前はこの一週間で痩せた気がする。心配するのは当然だろう？」

「大神官様がモテるのは、絶対、顔だけが理由ではないですよ。体調のことになると、心配性っぽいですから。優しい言葉に心が揺れるのは自然では？　神官をしている者のほとんどは、あまり家族と縁がありません」

　彼のそういうところを見ると、愛されて育った人間なのだと、眩しく感じられる。

　気味悪がられて実の親に捨てられたリーンとは真逆だ。

　神殿入りした彼を陰口の標的にした人々の気持ちが、リーンにはほんの少しだけわかる。もしかしたらその輝きが、自分達には手に入らないとわかっているから、妬ましくなったのかもしれない。

（ああ、駄目。睡眠不足なせいで、かなりネガティブだわ）

　どうしてもイライラする。八つ当たりしたくないので、エドアルドから距離をとったほうがいいだろう。

「つまり、お前は寂しいのだな？」

「はい？」

　エドアルドの答えに、リーンは目を丸くする。

「そんな時は人恋しくなるものだ。しかたがないから、膝を貸してやろう」

「え？　なんの話ですか？　っていうか、私の話を聞いてました？」

　優しくしないでと言ったのに、エドアルドはリーンの手を引いて、無理矢理エドアルドの膝に頭を置かせた。

「どうだ？」

「いや、どうって言われても……」

　どうして、ただの下級神官にすぎないリーンが、大神官に膝枕されているのだ。恐れ多すぎるのではないだろうか。

（膝枕なんて、初めてだわ）

　孤児院の先輩にもされたことがない。実の親にも。

　なんとも言えないむずがゆさを覚えたが、今は睡魔のほうが勝っていた。他人の体温が心地良く、うとうとし始める。

「後で起こすから、好きなだけ寝ていろ」

　エドアルドの声にこくりと頷くのが精一杯。リーンは泥に沈むように、眠りに落ちた。
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　リーンはゆっくりと目を開け、エドアルドに微笑んだ。

「ふふっ、膝枕なんて可愛いことをしてるのね」

「ベリアナ・シトリン。そろそろリーンから出ていったらどうだ」

　エドアルドはすぐに誰か気づいて、眉間にしわを刻む。

　リーンには話していなかったが、リーンが寝ている間だけ、時折、ベリアナが顔を出すことがあった。

「弱っていくのが心配なのね。大丈夫よ。壊れたら、また違うお人形を探すわ」

「性悪しょうわるめ」

「でも、この子の体は居心地が良いから、ちょっともったいないわね。やっとあの場から離れられたんだもの、私の望みを叶えるまで、付き合ってもらわなきゃ」

　ジョセフが紹介してくれた年配のはらい師には相談しているが、ここまで強い霊の場合、霊と根気強く対話し、交渉するしか方法がないらしい。

　最も怖いのが、とり憑いている人間の体を乗っ取り、体ごと破滅に向かうタイプだそうだ。側妃ベリアナは、死の間際に精神を患っていたと聞く。そうなる条件はそろっているので、エドアルドは慎重に行動することを選んだ。

「地縛霊とは、土地に縛りつけられた霊だそうだな。お前は離宮から動けなかったわけか」

「そうよ。想いが強すぎて、わたくしを留める鎖になったの。でなければ、死んだ後、霊の姿であの方の傍に行ったわ！」

　そこでベリアナは痛みをこらえるように、眉をひそめる。

「どうしてなの、陛下。ずっと待っていたのに。しなびた花には用はないと言うの？」

　ベリアナから激情の波が静まると、彼女は再びエドアルドを見た。リーンが絶対にしないであろう、凪いだ眼差しがエドアルドをとらえる。

「あなたはまさに咲き誇る薔薇よね、エド。きっとあなたには、わたくしの気持ちなんてわからないのだわ。いいえ、どの女の心も、理解できない。わたくしはただ、欲しいだけなの」

　思わせぶりなことを言うと、ベリアナは目を閉じる。どうやらリーンの奥へと消えたらしい。

　リーンの健やかな寝息がすうすうと聞こえてくる。

　エドアルドには霊感がないので、こんなことになるまで霊の存在に半信半疑だったが、認めざるをえない。どうすればこの霊は満足するのだろうか。隈の濃いリーンの寝顔を眺め、エドアルドは苛立たしく思った。
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「大丈夫か、リーン」

「エド、ただの風邪なので、そんな顔をしないでください」

　しまったなあと、リーンは困り果てている。睡眠不足が続いたせいで食欲も落ち、風邪を引いてしまったのだ。

　いつもは寝椅子を使っていたが、今はエドアルドのベッドを半分使わせてもらっている。

　なぜかエドアルドのほうが倒れそうな顔をするので、リーンはどうしたものかなと、もう一人のほうを見る。見舞いを兼ねて様子見に来たジョセフも、浮かない顔をしていた。

「安心できないぞ、リーン。どう見たって消耗してる。ディラム殿下も、お前と似たような様子で伏ふせっておられるそうだ」

「え？　ベリアナさんはここにいるのに？」

「どうやら、まだ彼女との繋がりは消えていないようなんだ」

　いよいよまずい事態だと、ジョセフは険しい表情を隠さない。

「一通りの除霊をしたが、はらえなかった。説得できないなら、あとはお前と霊の根比べしかない」

「いちゃいちゃっぽいことはだいたいしてみたんですけどね、なんで駄目なんだろ」

「さあな」

　返事はそっけないが、ジョセフは心配をあらわにしている。

　そこで、エドアルドが補佐官に呼ばれ、執務室のほうへ向かった。彼がいない隙にと、リーンはジョセフに問う。

「先輩、頼んでいたもの、持ってきてくれました？」

「ああ。しかし、魔除けの短剣なんて、お守りみたいなもんだぞ」

　昔から、銀の柄えがついたよく磨かれた短剣は、魔をはらうと言われている。

「いいんです。気休めですから」

「エドには許可をとったが、本当は大神官の部屋に武器を持ち込むのは禁止だからな」

「大丈夫ですよ。エドを傷つけたりしません。絶対に守ります。エドと約束したので」

　リーンが短剣を鞘ごと大事に抱え込むと、ジョセフはリーンの頭をくしゃくしゃに撫で回す。

「お前はチビの頃から、言い出すと聞かないからなあ。頼むから、無茶はするなよ」

　鐘の音を気にするジョセフに、リーンは笑いかける。

「先輩、用があるんでしょ？　行ってください」

「ああ。また来るから」

　後ろ髪を引かれながら、ジョセフは寝室を出ていった。その後、ジョセフと入れ替わりにエドアルドが戻ってくる。

「大神官様」

「エドでいいと言っただろう。どうした？　魔除けの短剣が欲しいなどと、ずいぶん弱気になったものだな」

　尊大な口ぶりながら、エドアルドの目は気遣わしげだ。まるで本当に心配してくれているような錯覚をしそうになり、リーンの胸はざわめいた。

（誰か一人だけでもいい。私のことを最優先にしてくれる人がいてくれたら）

　きっと孤児院で育った者は――いや、孤独を知っている者は、誰もが一度はそう願う。毎夜見せられるベリアナの夢を思い出した。当時の王への思慕の強さは、リーンが胸に抱えている望みと重なるところがある。親からの愛を期待できないなら、リーンがこれから得られるとすれば、将来の伴侶からのものだろうか。

　そんなことを考えて、エドアルドの優しさがもし自分だけのものになったら、どんな感じがするのだろうかと思いを巡らせてみた。エドアルドのことだから、きっと冷たいことを言いながらも、態度では大事にするのだろう。だってこんな下級神官にも優しいのだ。恋人や妻にはもっと親切に違いない。

（うらやましいなあ）

　ずいぶん大それた気持ちだ。リーンは自分がおかしくなって、ちょっとだけ笑う。どうして笑うのかと、エドアルドはけげんそうにこちらを見下ろす。

「エド、これはお守りです。私は疲労のせいで、ベリアナさんを奥に抑えておくのがだいぶ難しくなってきました。もし私がベリアナさんに乗っ取られて、エドを傷つけるようなことがあったら、これで私を刺してください」

「なんだと？」

　表情を変えるエドアルドの前に手を挙げて、リーンはエドアルドを制する。

「魔除けの短剣は気休めとされていますが、最後の手段としての使い道もあるんです。これで刺されると、聖なる気配に耐えられなくて、ベリアナさんは私の体から追い出されるはずです」

　理屈について説明したが、エドアルドの返事はにべもない。

「断る。私は他人を傷つけたりしない。そういうことなら、この短剣は没収して……」

「エド、よっぽどの時だけですから。何も私を殺せと言っているわけじゃないんですよ。治癒魔法が得意なあなたなら、どこを刺せばすぐに癒やせるかわかるでしょう？」

　リーンだって何も考えずに、こんなことを言い出したわけではない。エドアルドの治療の腕は、この国の最高峰だ。治療魔法の使い手は、どうすれば他人を癒やせるか知っているが、同時にどうすれば命を奪えるかも理解している。簡単には死なず、苦しめる方法も。

　リーンがエドアルドのほうに右手を伸ばすと、彼は傍に来て、リーンの右手をつかんだ。

「リーン、お前はわかっていない。今のお前は、風が吹けば飛んでいきそうだ。その傷が致命傷になるかもしれない」

「それでも、です」

「どうして私のためにそこまでしようとする？」

「だって私、エドを守ると約束したじゃないですか。それに、私はただの下級神官ですから、大神官様をお守りすべきです。あとは私の自己満足ですね」

「自己満足だと？」

　理解できないと、エドアルドは渋面になる。

「そんなもののために、命を危険にさらすのか？」

「私にとっては大事なことです。エドは下級神官にすぎない私に手を差し出してくれました。命の危険があるからといって、普通、大神官が下級神官をルームメイトさせてくれます？　私もエドみたいに、誰かに手を差し出す人になりたい。そうしたら、それを続けていれば、いつかきっと、私だって誰か一人だけの最優先になれる気がするんです」

　リーンは誰にでも親切にするが、そんな下心もあった。だから、自己満足なのだ。

「お前は……」

　エドアルドの顔が歪む。今にも泣き出しそうに見えた。

「そうだな。お前は嘘をつけない。だから失言をして、相手を怒らせるんだ。まったく、とんだ約束をしてしまった。まさかあんな雑談だけで、こんな覚悟をする輩がいるとは思わなかったよ。本当にお前は、私の予想の斜め上をつく」

「短剣を傍に置かないなら、私はこの部屋を出ます。はらい師の宿舎にでも移動させてください」

　リーンが言い出したことのほうが、エドアルドには受け入れがたいようだった。しばしの沈黙の後、渋々と頷く。

「わかった。そこまで言うなら、しかたがない。頑固者め」

「エドには負けますよ」

「うるさいぞ」

　エドアルドは言い返したが、憂鬱そうな顔で手を離し、チェストの引き出しに短剣を入れた。このやりとりだけで疲れたリーンはあくびをする。

「ゆっくり休め」

「はい……」

　これではすっかり重病人のようだ。

　リーンは苦笑を浮かべ、目を閉じた。
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　深夜。

　ベッドがきしむ音がして、エドアルドは眠りから目が覚めた。

　夜はすぐに眠れるほうだが、ここ数日はリーンのことが気になって、眠りが浅い。彼女が寝入ると、ベリアナがリーンの体を借りて動き出すことがあり、エドアルドは気が抜けなかった。

　扉番の衛兵には、リーンが部屋から出たら止めるように言ってあるが、何をしでかすかわからない。部屋には魔導具の明かりが一つだけついていて、天蓋から落ちる幕の中をぼんやりと照らしていた。

「リーン？」

　夕方から熱が出て、ぐったりと寝ていたのを思い出し、エドアルドは起き上がろうとした。だが、できなかった。リーンがエドアルドの顔の横に両手をついて、見下ろしていたのだ。

「時は満ちた」

「何？」

　これはリーンではないと悟った瞬間、リーンはエドアルドの首をつかむ。細腕のどこにそんな力があるのか、ギリギリと締め始める。

「ふふふふ。馬鹿な男。悪霊憑きとわかっているのに、傍に置くからいけないのよ」

「やめぬか……！」

　エドアルドだってやられっぱなしではない。リーンの肩を押し返すと、少しだけ手がゆるむ。代わりに、不自然にかかった力のせいか、リーンの手からミシリと骨がきしむような音がした。

　リーンを乗っ取ったベリアナは、悲愴な顔をして悪態をつく。

「わかっているわ。あの方はわたくしを捨てたのよ。よき妻になろうと、ずっと努力してきたのに！　あの方も、あの女の血を継ぐ者も、みんな死んでしまえばいい！」

　霊魂となってもなお、ベリアナは激情に囚われ続けているようだった。

「わたくしを馬鹿にした憎たらしい『男』を殺して、魂を奪い、魔物になる。そして、この国の王族を滅ぼしてやるわ！　それがわたくしの望み！　お前はわたくしの贄にえとなりなさい！」

「誰がなるか！　そんなことのために、リーンの体を使うな！」

　エドアルドは渾身の力でリーンを突き飛ばすと、常に持ち歩いている塩入りの小瓶をつかんだ。ジョセフから、もしもの時は塩を使えとアドバイスをもらっていた。塩をかけても効果はないが、離宮の時のように口に入れれば変化があるかもしれない、と。

　いちかばちかの賭けだったが、短剣で刺すよりずっとマシだ。

　リーンはベッドに倒れたが、すぐに起き上がって、再びエドアルドへと向かってくる。超人じみた動きに肝を冷やしながら、エドアルドは逆にリーンを押し倒す。そして、彼女の口へ塩を押し込んだ。

「きゃ……！」

　いつかのように、ベリアナは悲鳴を上げた。そして、その塩からさでリーンの意識が戻る。

「から……っ！　え？　何事？」

　リーンは口を押さえ、きょとんとこちらを見上げた。






　　　　　◆






　どうしてこんな格好をしているんだろうかと、リーンは戸惑いを込めてエドアルドを見上げていた。芸術品みたいな顔が近くにあるので、つい本音がこぼれる。

「エドって、暗い所でも顔が良いですねえ」

「……戻ったか。その能天気さ、リーンだな」

「どういうことですか？　あっ、エド、その首！」

　エドアルドの首には、くっきりと赤い手形がついている。まるで両手で首を絞められたような痕だった。

「気にするな」

「ベリアナさんですね？　いだっ」

　エドアルドがこちらを避けるように横にどいたので、リーンは起き上がろうとマットに手を突いた。すると手首にビキッと痛みが走り、動きを止める。それで予想が当たっていることを悟った。ベリアナがリーンの体を乗っ取って、エドアルドを殺そうとしたのだ。

　彼女は悪霊だ。何をしでかしても、おかしくはない。

　あんまりなことに頭がくらくらしているリーンと違い、エドアルドはいたって冷静な態度のまま、治癒魔法を使ってリーンの手を診る。

「まったく、あの性悪女め。骨にヒビが入っているではないか」

「大神官様……」

　エドアルドは優しい人だ。

　普段は不機嫌で冷たい態度をとっているが、病人や怪我人を前にすると、自分の身の安全よりも相手の命を優先する。リーンはエドアルドを守りたいのに、結局は彼の優しさを利用しているにすぎないのではないだろうか。

（ベリアナさんは恋愛をしたいはずなのに、どうしてエドの命を狙うの？）

　ひどい混乱で、めまいがする。

　そういえば、ディラムもそうだった。彼はどう見てもベリアナに誘惑され、あの離宮に通いつめていた。ベリアナはディラムにとり憑くと同時に、恋愛対象にもしていたはずだ。

（待って。ということは、ベリアナさんが恋愛対象に選んだ人も、いずれ命を奪われるということなのかもしれない）

　すーっと頭から足の先まで血の気が引いていく。

　ベリアナがいったんとり憑いたら、ディラムのように、なかなか繋がりが消えない。ベリアナが直接的にエドアルドの命を奪わなくても、彼もいずれ衰弱してはかなくなってしまうのではないか。

　ふいに、耳奥に遠い日の母の声がよみがえった。

『不気味な子ね、あっちへ行って！』

　結局、リーンは生きているだけで邪魔になるらしい。誰かに必要とされたいと願うのが、そもそもの間違いだったのだ。

　それに、大神官に危害を加えるなんて、重罪だ。エドアルドが許しても、周りはきっとリーンを許さない。唯一の居場所から追い出されてしまうだろう。

「骨は治癒魔法ではどうにもならぬからな。確か包帯をあの辺りに入れていたはず」

　エドアルドが独り言を呟きながらクローゼットのほうに行く。

　軽い怪我なら、魔法で傷を縫い合わせるような処置をとれるが、骨は元の形に近づけるだけで、くっつくまでに時間が必要だ。固定して放っておくしかない。

　なんのこだわりもなく心配してくれるエドアルドの背を見ていて、リーンの胸にどうしようもない恐怖が湧いた。

（こんなに優しい人を、私のせいで傷つけていいの？　よくないでしょう！）

　リーンは衝動に突き動かされるまま、ベッドを抜け出した。エドアルドが短剣を入れていたチェストの引き出しを開ける。すぐに魔除けの短剣を見つけた。鞘から剣を抜く。

「リーン、何をしている！」

　ちょうど包帯を手に振り返ったエドアルドが、ぎょっとして包帯を取り落とす。よく磨かれた刃はほのかな明かりを弾いて、にぶく光った。柄を握るリーンの手が震える。

「私がいけないんです。ここが安全で快適だからって、エドに甘えすぎました」

「お前が悪いのではない。ベリアナ・シトリンが、いや、あんな財産を残した先王が悪いのだ。ほら、それを寄越せ」

　エドアルドは慎重に言って、ベリアナを刺激しないようにゆっくり近づいてくる。

「駄目です。ベリアナさんは大神官様を……いえ、誰かを傷つけます。本当は私、先輩が除霊できなかった時点で、こうすべきだとわかっていました。剣で刺すなんて怖くてできなかったけど、そんなことより、エドに怪我をさせるほうがずっと怖い！」

　魂は心臓に近い辺りに宿っているというから、できればその近くを刺すべきだ。しかし、内臓を傷つけると出血多量で死ぬ可能性が高い。どこを刺せばマシかと迷っているうちに、エドアルドが距離を詰めた。

「わかったから、やめろ。お前は弱っていて、混乱しているのだ。早くそれを渡せ！」

「嫌です！」

　エドアルドがリーンの腕をつかんだので、リーンは背筋が凍った。抜身の刃を手にしているのに、エドアルドがまったく躊躇しなかったせいだ。

「ちょっ、危なっ。離して！」

「お前がそれを離したらだ！」

「嫌ですってば。きゃっ、いだっ」

　リーンとエドアルドはもみあいになったが、男女で体格差がある上にリーンは怪我をしている。どう考えても不利だった。

　エドアルドはリーンから短剣を奪って床に落とすと、リーンが取れないようにベッドの下へ蹴り飛ばした。

「あっ。なんで邪魔するんですか、エド！　ひどい！」

「うるさい。自分で自分に傷をつけるような真似は、私が許さん！」

　エドアルドの鋭い怒りを目の前にして、リーンは凍りつく。美人が怒るとこんなに怖いのかと、震えあがった。エドアルドはなだめるように、説明する。

「ベリアナ・シトリンは『男』を殺して魂を奪うことで、魔物化を狙っているそうだ。そして王族を滅ぼすのだと言っていた。ディラム王子もそのために狙われたのだろう」

「それじゃあ、知らない間に、私がエドを殺すかもしれないってことじゃないですか！　やっぱり駄目。あの短剣を……」

　ベッドの下に潜り込んで、あの短剣を拾わなければ。その場に膝をつこうとするリーンを、エドアルドはリーンの腹に手を回して抱き寄せることで阻止する。

　さしものリーンも、この密着ぶりには赤くなった。寝間着なので、薄布越しにエドアルドの体温が伝わってくる。その恥ずかしさを、リーンは怒りに変えた。

「邪魔しないでください！　なんでそんなに私を止めるんです？」

「なぜ、だと……？」

　エドアルドは困惑を浮かべた。まさかエドアルドもわからずに止めていると思わず、リーンは意外に思った。少しだけ、冷静さが戻る。

「それは……」

　答えようとして、エドアルドはしばし黙り込む。それからハッとこちらを見て、顔に赤みが差した。それは怒りでというよりも照れのように見え、リーンはますます困惑する。

「エド？」

　暴れるのも忘れ、リーンはエドアルドの様子をうかがう。エドアルドはむやみにせき払いをすると、真面目な顔でリーンと向き合う。

「どうやら私は、お前のことをだいぶ好きになっていたようだ」

「す、好きって……」

　思いもしない告白に、リーンはぽかんとした。相手は大神官だ。貴族出身だという理由以前に、下級神官にとっては雲の上の存在である。エドアルドのことはしょっちゅうリーンが怒らせていたし、そもそも彼は面倒くさがって女性を遠ざけていた。彼にしてみれば、リーンはそういう対象からは遠いはずである。

　しかし、年上の男がそんなふうにしていると、こちらまで照れが伝染する。きっと、今のリーンは耳まで真っ赤だ。

　そこでリーンはある可能性に気づいた。

「あ！　妹みたいって意味の好きですね！」

　危ない。勘違いするところだった。

　リーンは慌てて言い繕ったが、エドアルドは真面目に否定する。

「いや、男女の意味だ。正直、私も驚いている。君は図太くて失礼で、私の怒りポイントを次々に踏み抜いていく猛者もさだからな」

「そんなことを思っていたんですか、そっちこそ失礼でしょ」

「こんな変わった女性……いや、人間は初めてだ」

「わざわざ言い換えなくていいですけど！」

　流れでは告白なのに、どう聞いても珍獣扱いだ。

「リーンは変わっているが、間違いなくまっすぐで、良い人間だ。しかし、たまに寂しそうにしているな。無欲なように見えて、他の人間を優先すべきだと――自分の価値のほうが低いと思っている節ふしは気にかかる」

　リーンは動揺して、身じろぎする。本当はエドアルドから離れたかったが、リーンが短剣を拾うことを警戒している彼は手をゆるめない。

（そうだった。この方は、尊大に見せかけて周りをよく見ているし、気遣うのよ）

　霊感という短所のことは横に置いて、リーン自身を理解しようとしてくれる。そんな人にいつか出会えればと密かに夢見ていたが、リーンはとっくに諦めていた。

　一般人に比べれば、神官は霊感について理解してくれる。しかし、その危険性がよくわかっているからこそ、リーンが危うい存在で、傍にいれば巻き込まれるのだと予想できる。

　彼らは親しくしてくれるが、どうしても越えられない、見えない壁があった。その隙間が、リーンには寂しかったのだ。

「私は自分の顔が嫌いだが、この顔のおかげで聖域とやらを作り出して誰かの役に立てるのなら、そう悪くないと思い始めた。ただの嫌いなものに、違う意味を足すことができたのは、お前と会ってからだ」

　エドアルドはリーンの肩を引いて自分のほうを向かせる。

「他人を好きになるより、自分を好きになるほうがよっぽど難しい。そんな影響を与えたお前を好ましく思うのは、おかしなことだろうか？」

「わ、私に聞かれても……」

　こんな時まで真面目さを発揮しなくてもいいのに。そろりと視線を上げると、真剣な青い目とぶつかった。

　視線にのまれて、離せなくなる。深みに引きずられる感覚が怖い。

「ん？　言い方が難しかったのか？　つまりだ、もっとシンプルに言うなら……」

　エドアルドは眉を寄せ、言いづらそうにする。それからしっかりとこちらを見た。

「リーン・マーゴット、君を愛している」

　もう駄目だ、とリーンは思った。

　心が転がり落ちる。頭がくらくらして、なぜか泣きたくなった。

　立っていられなくなってふらついたリーンを、エドアルドは正面から抱きとめる。

「ああ、体調不良だったな。これで大人しくして、休んで……」

「……も、です」

「ん？」

「私も、好き、です」

　なんとか答えたリーンだが、胸がいっぱいで涙が出てきて困った。

　無条件に差し出される手が、エドアルドのものだったらいいのに。こっそり想像していたことが、まさか叶うなんて思わなかった。エドアルドは大勢の人を助けようとするだろうが、それでもかまわない。

　ただ、この真面目でちょっと不器用な、優しい人の特別でいたい。

「エド、大好きです」

「どうして泣くのだ。まったく、やっぱりお前は変だな」

　小さい頃から、変だとよく言われていたが、エドアルドが困った子どもに言うように使うと、良い言葉に思えて不思議な感じがする。抱えていた寂しさが、少し薄れた気がした。

　その時、リーンの体が勝手に動いた。エドアルドの背に腕を回し、ぎゅっとしがみつく。

「わたくし、死ぬ前に、その言葉を聞きたかったの」

　リーンの体から温かなものが離れる感覚がして、ベリアナがするりと宙へ抜け出す。天井近くにふわりと浮かんだベリアナは、遠くを見つめる仕草をする。

『あの方が憎くてたまらなかったけれど、それは愛しているからだった。急に、思い出したわ。陛下もこの男のように、わたくしへひたむきに愛を向けてくれたことがあった』

　懐かしそうに目を細め、ゆるく首を振る。

『思えばわたくし、王妃にまで登りつめながら転落して、愛も失くしたと嘆いてばかりいたわ。自分から陛下に会いにいくこともできたのに、離宮で待っていたの。あの方がわたくしに何をしてくれるかで、愛を秤にかけた。失ったものばかりに執着していたのよ。なんて愚かだったのかしら』

　ベリアナはリーンの頬に右手で触れる。

『〝捨てられた側妃〟なんて、自分で自分の価値を下げていたんだわ。ねえ、リーン・マーゴット』

「は、はい。なんでしょうか、ベリアナさん」

　美しい目でじっと見つめられ、リーンは身構える。悪霊相手に油断できないと思ったが、ベリアナから禍々しい気配は感じられなかった。気のせいか、彼女を取り巻く黒いもやも薄れているように見える。

『あなたがわたくしと似ているから、なんだか他人事に思えなかったわ』

「は？　私がベリアナさんにですか？　月とスッポンくらい違いますよ？」

『顔のことじゃないに決まっているでしょう』

　ベリアナははっきりと言ったが、明確な事実なので、リーンは特に傷つかない。

「なんだ、リーン。あの性悪女と話しているのか？　まさか、さっきの返事は性悪女のものだとか言わないだろうな」

　霊が見えないエドアルドは焦りを混ぜ、リーンが見ているほうへと手を大きく振る。ベリアナはそれを避けて、少し離れたところに浮かんだ。エドアルドはリーンを守るように強く抱き寄せる。

「ちょ、ちょっとエド。苦しいですから」

「塩の小瓶がもうないのだ、私の作る聖域とやらでどうにかするしかないだろう。それで、どっちなんだ？」

「返事をしたのは私です！」

　今はそれどころではないのだと、エドアルドの背を軽く叩いて抗議する。やっとベリアナとまともに会話ができそうなのに、邪魔されてはかなわない。エドアルドは渋々離れる。

『ふふ。必死になっちゃって、可愛いわね。やっぱり良い男ね』

「なっ、ベリアナさん！　駄目ですよ！　エドに手出ししないでくださいっ」

『わかってるわよ。わたくしが欲しかったのは、王家の血を継ぐ男の命だったのだけど……もういいわ』

「王家の血筋を狙ってたんですか？」

『ええ。できればディラムみたいな直系がよかったけど、この男も遠縁でしょう？　魔物化の贄としての条件はそろっていたわ。顔が好みなのも本音だけれどね』

　ベリアナは先王を恨んでいて、王族を滅ぼそうと考えていた。

（それってつまり、王家を対象にした呪いをかけるつもりだったってこと？）

　ベリアナの目論見を知って、リーンはゾッとする。

　魔物は人間に危害を加えるが、特に恐ろしいのは呪詛を使うことだと神殿で教わった。血筋を限定して、病魔にとりつかせることもできる。

　しかし、今のベリアナには、そんなことをするような憎悪は見当たらない。

『あなたと一緒にいて、あなたが抱えている寂しさや望みが、わたくしと似ているのに気づいたの。あなたといると居心地が良かったのは、魂のエネルギーの強さだけじゃなくて、わたくしと似た者同士だったからよ』

　ベリアナは先王に愛してほしいと願っていた。リーンも、誰かの特別な愛が欲しかった。そしてリーン達はそれぞれ、寂しさを抱えている。ベリアナの言う通り、お互いの内面は似ていたのだ。

『わたくしはもうやり直せないけど、あなたは生きているんだもの。もっと自分を大事にしたほうがいいんじゃないかしら』

　小首を傾げ、ベリアナは助言をする。

「ベリアナさん……」

　夢で見ていた、嘆き苦しむベリアナの姿はそこにはなかった。つんと澄ましながらも、穏やかな眼差しには優しさが感じられる。リーンは親に捨てられた生い立ちのせいで、自分自身に引け目があった。周りを優先するべきだと、いつの間にか思い込んでいたのだ。だからベリアナの言うことが、リーンには理解できた。

『魔物になって、周りもこの地獄への巻き添えにしたいと思っていたけど、やめにする。私が私をもっと大事にすればよかっただけだと、気づいてしまったから。それに、あの方のことを愛したことまで否定したくない』

　先王に愛してほしかった。ベリアナにとって、それが真実だったのだ。

『吹っ切れちゃったわ。リーン、迷惑をかけて悪かったわね。わたくし、もう行くわ』

　陽だまりのようにやわらかく微笑み、ベリアナの霊が光に包まれる。そして、かすかな声で『ありがとう』と言い残し、空気に溶けるようにして消えていった。

「ベリアナさん、さようなら」

　リーンは光を見つめて呟く。彼女が昇天したのを見届けたせいか、体から力が抜けた。

「おい、リーン！　しっかりしろ！」

　エドアルドがリーンを支え、焦りを含んだ声で叫ぶ。

　それから三日、リーンは風邪で寝込んだのだった。






「んー、全快！」

　ようやく風邪が完璧に治った頃には、ディアナ王国は冬へと入り始めていた。

　朝はひんやりするが、昼はまだ日差しが暖かい。リーンは庭を散歩していた。

　事件が片づいたので、リーンはエドアルドの部屋を出て孤児院に戻るつもりだったのだが、ベリアナのせいで手の一部の骨にヒビが入っており、治るまで療養することになった。

　そういうわけで、エドアルドとのルームメイトは続行している。

　ベリアナが天国に旅立ってから、ディラム王子の容態も回復した。これですべてすっきり解決した。

「リーン、せっかく風邪が治ったのに、薄着などしていたらぶり返すぞ」

　エドアルドが歩み寄ってきて、リーンの肩にショールをかける。午後は謁見の予定があったはずだがと、リーンは首を傾げた。

「大神官様、お仕事は？」

「休憩だ。たまには散歩でもしてこいと、補佐官に部屋を追い出された」

　年寄り扱いされているみたいだとエドアルドはぼやくが、リーンには補佐官の気遣いだとわかった。女嫌いのエドアルドに遅咲きの春がやって来たので、応援しているようだ。

　エドアルドの側近らの笑みを思い出して、リーンは苦笑する。さすがに恥ずかしい。

「それより、朗報だ。これを見るがいい」

「なんですか、その書類」

　エドアルドはリーンの前に書類を掲げ、リーンが手に取らずとも読みやすいように気を遣う。手に負担をかけると悪化するからと、彼はあれ以来、物を持たせてくれない。

「治療院の修理費用だよ。来年、これだけの予算をあててくださることになった。リーンのおかげだ」

「は？　なんで私？」

　正直、ベリアナにとり憑かれて、状況を悪くしただけな気がしてならない。

「ディラム殿下を、身を盾にして助けようとしたと、王妃陛下が勘違いなさっていてな。感動したからと、陛下に予算について掛け合ってくださったのだよ。それから、君には別に特別報酬が」

　書類の数字を目で追って、リーンは度胆を抜かれた。リーンの年収より多かったのだ。

「なんですか、その額は！」

「王妃様が、大神官と交際するならそれなりの身なりをするように、と」

「え、う、嘘でしょ。ばらしたんですか!?」

　密かに付き合うものだと思っていたから、リーンは焦りと恥ずかしさで顔を赤くする。

「王妃様が、君をディラム殿下の侍女に引き抜きたいとおっしゃるのでな。やめてもらうようにお願いしただけだ。付き合うからには、私はお前を日陰者にするつもりはないぞ」

　リーンは身分差を気にしているが、エドアルドはそんなものは吹き飛ばす勢いでいるらしい。彼の男らしさに感動したのもつかの間、リーンは嫌な予感がした。

「え？　ちょっと待ってください。もしかして、なぜか最近、周りの人に微笑ましい目を向けられるのは……？」

「ああ、それはもちろん、私がすでに神殿中に広めたからだな」

「仕事が早すぎる！」

　そうだった。エドアルドは真面目なのだ。正々堂々と手順を踏んでいくタイプである。リーンはくらりとめまいがし、頭痛を覚えて額に手を当てる。

「あのですね、大神官様。私にだって、心構えというものがあってですね」

「ルームメイトが同棲に変わるだけだろう。諦めろ」

「ひど……！」

　少しくらい抗議しようと顔を上げた瞬間、エドアルドはリーンの唇にキスを落とす。びっくりして目を丸くすると、彼は鮮やかに微笑んだ。

　今日も大神官様は顔が良い。

　きっとこれからも、リーンはこの笑みに負け続けるのだろう。

　未来に想いをはせ、リーンもゆるやかに笑みを返した。
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